
中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ノ、

ン
ブ
タ
ン

(
七
)

|
|
第
十
三
世
紀
初
葉
以
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
域
都
市
と
沿
海
都
市
|
|

田

中

正

義

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
第
一
二
節
に
引
続
き
「
ウ
イ
ン
タ
ン
1

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
第
二
部
の
分
析
を
愛
に
よ
り
一
層
深
化
せ
し
め
た
い

と
考
え
る
。

嚢
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

一
一
四
八
年
現
在
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
私
的
領
主
“
地
主
中
、
其
の
地
代
収
支
上
の
黒
字
が
二
ポ
ン
ド
を
超
え

る
所
の
、
そ
の
最
も
富
裕
な
る
階
層
に
属
す
る
も
の
十
名
の
中
に
、
サ
ム
ソ
ン
な
る
名
の
造
幣
人
の
存
し
た
る
事
実
を
知
っ
た
の
で
あ
る

(

肌

)

が
、
「
ウ
イ
ン
タ
ン
l

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
第
二
部
の
記
述
中
に
は
い
ま
ひ
と
り
造
幣
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
l

|
サ
ム
ソ
ン
の
居

住
す
る
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
北
側
な
ら
ざ
る
、
其
の
南
側
の
住
人
と
し
て
で
あ
る
。

「
造
幣
人
シ
ワ
ル
ド
は
王
に
〔
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
〕
六
ペ
ン
ス
を
、

〔
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
〕
司
教
に
そ
の
バ
ロ
ン
〔
の
土
地
〕
に
つ
き
て

〔
地
代
〕

一
五
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
、
ほ
か
に
七
シ
リ
ン
グ
を
〔
納
む
U

:
・・(〔
H
H
N
〕

2d弔
問
広
口
回
目
。
D
Z
m円
山
口
即
日
包

i
a・。
rート

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
七
)

二
三
七



立
教
経
済
学
研
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七
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一
号
(
一
九
八
三
年
)
ハN
吋
同
V

OH}目的円。日
uou円J
1

目
・
。
門
広
-
門
同
・
円
目
。
∞
・

0H4-F
印
:
:
:
・
)

二
三
八

而
し
て
、
出
向
的
遺
言
官
ミ
通
り
に
於
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
再
び
、
次
の
ご
と
き
記
述
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。

「
造
幣
人
シ
ワ
ル
ド
は
王
に
門
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
〕

一
五
ペ
ン
ス
を
門
納
め
〕
、
而
し
て
〔
ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン
王
の
重
要
な
る
支
持
者
の
ひ

と
り
〕
ウ
ィ
リ
ア
ム
l

オ
ヴ
1

チ
ェ
ス
ニ
巧
日

U
B
え
の
宮
田
口
O
吋
に
宿
、
塩
(
|
食
事
)
並
び
に
水

(
i飲
料
水
)
〔
を
提
供
す
る
〕

義
務
を
負
ひ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ー
ド
ゥ
シ
ャ
テ
レ
ア
巧

E
S虫
色
ゅ
の
宮
円
。
-05
に
〔
貨
幣
地
代
〕
六
シ
リ
ン
グ
を
〔
納
む
〕
、
而
し
て

〔
彼
自
身
は
〕
其
処
(
当
該
土
地
)
よ
り
二
シ
リ
ン
グ
の
地
代
収
入
を
上
く
。
而
し
て
彼
は
ま
た
、
ウ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
の
尼
僧
院
長
に
J

〔地

代

一
五
ペ
ン
ス
を
〔
納
め
〕
、

而
し
て
〔
彼
自
F

同
月
は
〕
八
シ
リ
ン
グ
の
地
代
収
入
を
上
ぐ
。

ハ〔巴
N
〕
巴
毛
田

E
5
5。ロ
σ片
山
ユ

5

5包

M

門
司
(
同
・

2
4司
E
a
B
O
含

n
E
Uロ
zoom-u山口
E
g
g
-
o
S
2
2
5
5
0門
司

Eo-so
門同

o
n
z
g
z
s
i
∞・

2
Eヴ
O
H
E
P
比

的

-u

(
N
4臼
)

2
E
O自
由

g
m門
戸
田
由
。
号
巧

R
2
0
=目
当
(
凶
・

z
g
σ
2
4日
門
戸
田
・
)

併
し
な
が
ら
、

一
一
四
八
年
現
在
、
此
の
市
の
造
幣
人
は
、
「
第
一
一
部
L

に
は
コ
き
り
そ
の
名
の
彊
わ
れ
て
い
る
右
の
サ
ム
ソ
ン
・
シ
ワ

ル
ド
両
名
を
以
て
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
、
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
明
ら
か
に
否
で
あ
る
、
|
|
若
し
わ
れ
わ
れ
に
し
て

民、h
s遺品刊誌，

宣
言
虫
色

S
H札
口
に
訴
え
e

き
ち
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
。
か
く
て
、
既
引
の

イ
ン
チ
ス
タ
研
究
』
第
一
巻
第
四
章
の
共
同
執
筆
者
た
る

ピ
ド
ゥ
ル
・
キ
l
ン
両
氏
は
、
い
ま
「
第
二
部
」
の
記
述
に
古
銭
学
の
提
供
す
る
所
の
謹
拠
を
突
き
合
せ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
出
土
銀
貨

の
銘
文
の
示
す
所
の
造
幣
人
の
署
名
と
「
第
二
郎
」
の
記
述
中
に
現
わ
れ
る
人
名
と
を
同
定
広

g
t守
せ
ん
と
試
み
、
斯
か
る
作
業
を

通
じ
て
右
の
両
名
の
ほ
か
に
、
更
に
な
お
五
名
の
者
の

を
推
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
両
氏
は
、

崎
日
)
吋
{
〉
ヴ
白
ぴ

]
O
M

な
る
造
幣
人
と
し
て
当
時
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
居
住
し
い
た
る
事
実

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
北
側
の
記
述
(
〔
Nω

〕
)
、
同
南
側
の
記
述
(
〔
口
N
〕
〉
、
而
し

(

別

)

て

b
E
b定
通
り
の
記
述
(
〔
ち
ω〕
)
に
コ
一
た
び
現
わ
れ
る
ヒ
ュ
ウ
出
口
問
。
な
る
人
物
は
、
出
土
銀
貨
裏
面
の
銘
文
に
お
け
る
造
幣
人



出
口
巾
。
ル
}
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
北
側
の
二
箇
所
の
記
述
(
〔
ω∞〕・

Qω
〕
)
並
び
に
同
南
側
の
三
箇
所
の
記
述
(
Q
0
・
円
∞
己

-
P
S
U
)
に

(

抗

)

五
た
び
現
わ
れ
る
ロ
ジ
ャ
ー
オ
ヴ
l

ラ
l

エ
l
H
N
o
m
o
E白
骨

同

m
U
な
る
人
物
は
、
出
士
銀
貨
裏
面
の
銘
文
に
お
け
る
一
造
幣
人
HNO岡山

2

(

m

)

 

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
側
の
記
述
(
〔
H
O
H
〕
)ι
現
わ
れ
る
ジ
ェ
フ
リ
の
宮
内
立

2
2
な
る
人
物
は
、
出
士
銀
貨

ま
た
は
問
。
包
吋
ロ
∞
と
、

銘
文
に
お
け
る
造
幣
人
の
ゆ
時
包
と
1

M
J
Q
S
町
立
通
り
の
二
箇
所
の
記
述

(
5
8〕・

(
町
〉

〔∞

E
U、
而
し
で
C
C
N
h
句
通
り
の
記
述
(
〔
∞
岳
〕
〉
に
四
た
び
現
わ
れ
る
ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン

2
4
Eロ
ロ
凹
(
宮

c
n
z
g
)
な
る
人
物
は
、
出
土

(

m

)

 

銀
貨
銘
文
に
お
け
る
造
幣
人
甲
山
o
r
o
と
、
最
後
に
の
と
官
通
り
の
記
述
(
〔
定
∞
〕
〉
に
現
わ
れ
る
サ
イ
エ
ト

ω巴
2
5
な
る
人
物
は
、

出
土
銀
貨
銘
文
に
お
け
る
造
幣
人

ω民
主
と
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ま
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
市
も
、
そ
の
場

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
側
の
記
述

(〔∞一円〕〉.

合
、
両
氏
は
、
「
第
二
部
」
に
お
け
る
記
載
傑
項
〔
N
臼
・
口
寸
N
〕・

20ω
〕

の
各
記
述
を
通
じ
て
常
に

「
チ
ェ
ピ
ン
グ
の
息
子
」
(
・
満
足
ま

ハリ君、』
D
S
h
O
と
し
て
表
現
さ
れ
て
居
る
所
の
、
右
の
五
名
中
最
初
の
ヒ
ュ
ウ
の
父
親
チ
ェ
ピ
ン
グ

Q
5
3
z
m
5
は
、
か
の
一
一
一

O

年
ご
ろ
成
立
の
「
第
一
部
」
に
於
て
〔
現
に
そ
の
息
子
ヒ
ュ
ウ
が
一
一
四
八
年
現
在
依
然
そ
の
遇
り
に
彼
の
屋
敷
地
を
保
有
し
て
居
る
所

の
〕
町
一
言
門
出
雲
句
通
り
に
両
氏
に
依
っ
て
嚢
に
ぜ
吋
O
E
2
0
.
な
る
造
幣
人
と
し
て
見
出
さ
れ
た

'
l
l出
土
銀
貨
銘
文
に
お
け
る
造
幣
人

相内』り日比四と

5
0ロ
片
山
町
吋
せ
ら
れ
た
、
チ
ェ
ピ
ン
グ
〈
U
F
巾日比ロ

mg
と、

そ
の
額
り
に
些
少
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
恐
ら
く
同
一
人
物
な
ら
ん

と
な
し
て
、

(

別

)

で
あ
る
。
い
ま
右
の
ピ
ド
ウ
ル
・
キ

l
ン
両
氏
に
依
る
と
こ
ろ
の
広

0
2広
g立
。
ロ
に
し
て
誤
り
な
し
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、

是
れ
に
依
っ
て
今
や
此
の
時
代
都
市
民
中
特
権
的
な
王
の
造
幣
人
な
る
官
職
地
位
は
こ
こ
じ
も
は
や
漸
く
世
襲
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を

一
一
四
八
年
に
「
第
二
部
」
の
調
査
が
行
わ
れ
た
時
点
に
於
て
は
、
此
の
者
は
既
に
他
界
し
て
居
た
も
の
、
と
推
定
す
る
の

知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

却
説
、
右
の
サ
ム
ソ
ン
・
シ
ワ
i

ル
ド
を
含
む
造
幣
人
以
外
に
、

一
一
四
八
年
現
在
、
わ
れ
わ
れ
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
は
其
処
に
如
何
な

中
世
都
市
ウ
ィ
シ
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
y
(
七
)

二
三
九
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)

二
四

O

る
職
業
人
|
|
商
工
業
関
係
者
ー
ー
が
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

さ
し
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
是
れ
を
先
き
の
「
第
一
部
」
の
分
析
の
例
に
倣
っ
て
、
ほ
ぼ
調
査
結
果
の
記
載
順
に

l
lパ
ァ
ロ
ウ
教

授
の
各
記
載
保
項
に
附
せ
る
番
号
の
若
い
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
り
に
つ
い
て
、
細
大
洩
ら
さ
ず
、
検
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

の
北
側
で
は
、
「
西
門
」

H
V
2
S
宏
司
g
門
寄
り
か
ら
始
め
て
「
東
門
」

]
U
0
3
m
a
o

(
N
∞
司
)

ク
ピ
ン
グ
の
ロ
日
必
一
吉
岡
己
目
〔
同
昂
〕
な
る
靴
屋
(
円
己
主
ど
き
ま
)
、
ア
デ
ィ
ラ
!
ド
〉
含
訂
え

5

(
同
∞
同
)

リ
チ
ャ
ド
担

S
E
5
〔N
8

・
サ

l
ス
テ
ィ
ン
寸
己
的
円
山
口

5
〔N
A
〕
な
る
〔
恐
ら
く
は
骨
製
の
〕
緯
針
作
り

(QSNQミ
ま
)
、

(

M
∞

同

)

ロ
ジ
ャ
見
。

m
2
5
〔N
叶
〕
な
る
〔
教
会
の
建
物
・
典
籍
等
の
〕
塗
装
工

Q
宣
巴
可
)
、
ピ
イ
夕
日
ι
2
2由
民
間
〕
な
る
高
級
服
地
商

(sqa

(
日
∞

ω

)

p

l

プ

(

同

信

)

円九

Qミ
ま

)

、

な

る

長

服

仕

立

人

e
Q
3
3き
宮
)
、

ま
ず
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト

-
h
Q
h
s
N』
伺

せ

九

円

H
h
h

。
田
門
の
方
へ
向
っ
て
、
ア
ダ
ム
〉
色
。
一
口
町
〕
w

〔一{由〕・〔
M
M
〕・レ

イ
マ
ン
ド
河
巴
E
C
D
(
宮

田

〔

ち

〕

ド

ゥ

ル

l

(

日

∞

印

)

〈

同

由

由

〉

U
B問
。
〔
∞
巴
な
る
染
色
工
公
民
お
町
内
ミ
)
、
パ
ァ
ナ

l
ド
切

2
5
E
5〔
町
田
〕
・
リ
チ
ャ
ド

E
S
E
5
G
U〕
な
る
屠
畜
業
者

(
S
3
q
2
)、

グ

リ

ー

ス

(

目

白

叶

一

〉

(
N曲
吋
)

ロ
バ
ァ
ト
月
号
白
吉
田
〔
∞
己
な
る
獣
脂
売
り
〈
塁
内
定
三
宮
〉
、
イ
ン
ガ
ル
フ
宮
岡
山
ロ

5
2
H〕
な
る
響
作
り
(
ど
き
零
時
)
、

ハ

同

曲

吋

〉

(

出

血

∞

)

苫
田
〔
白
己
な
る
調
理
師
(
円
。
言
。
、
ボ
ウ
ル
ド
ウ
ィ
ン
切
回
目
。
。
三
口

5
g∞
〕
な
る
パ
ン
焼
職
人
(
な
紅
白
る
、

(

M
∞

由

)

(

回

申

口

〉

な
る
製
粉
工
(
さ
む
な
ミ
な
さ
ま
)
、
パ
ァ
ナ

l
ド
回

2
5
a
g
E
d
な
る
鍛
冶
屋
(
》
ど
る
、
|
|
以
上
、

ロ
ジ
ャ
問
。
四
21己
的
〔
町
一
山
〕
・
〔
寸
寸
〕
w

ラ
ル
フ
H
N
M
H

仏ロヤ

ヒ
ュ
ウ
ド
!
出
口
仏
。
〔
∞
∞
〕

一
八
人
の
職
業
人
、
職
業
別

で
は
二
ニ
の
職
種
が
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
ほ
か
に
、
セ
ウ
ィ

ωo呈
〔

S
〕
な
る
、
リ
ネ
ン
の
織
物
類
(
町
民
3
h

弘、Q
3
3
0

が
其
処
に
於
て
販

(
則
一
)

売
せ
ら
れ
た
門
一
軒
或
い
は
数
軒
の
〕
唐
舗
合
同
ミ
与
を
保
有
(
同
町
ミ
与
す
る
所
の
人
物
、
が
見
出
さ
れ
る
。

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
側
に
移
れ
ば
、
此
処
で
は
、
「
東
門
」
寄
り
か
ら
「
西
門
」
の
方
へ
向
っ
て
、
ロ
パ
ァ
ト
月
号

2
2凹

い

L
〈

(

回

目

白

)

(

加

)

〔
申
告
な
る
石
工
(
さ
h
H
S
)

、
ア
イ
ル
ウ
ィ
ン
〉
口
当
日
D
C
A
H
O
M
〕
な
る
鍛
冶
屋
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
回
目
丘
宮
間
口
田
〔

5
8
な
る
麦
酒
醸
造
人

(

同

志

)

(

郡

一

)

(

M

g

〉

(
守
司
h
H

円玄

QHC可
)
、
ト
ゥ
ロ
ル
ド
凶
，

Z
5
5
5
〔
H
E〕
な
る
屠
畜
業
者
、
ラ
ル
フ
河
川
丘
己
苫
田
〔
同
日
間
〕
な
る
金
細
工
師

(
S
1
q
Q
Eる
、
ウ
ィ

次
に
、



(

加

)

リ
ア
ム
巧
巳
巾

-
5
5〔
HNO〕
温
へ
ン
リ
同
自
己

Z
A
Z巳
な
る
塗
装
工
、
ロ
パ
ァ
ト

HNOZユ
ロ
回
口
忠
〕
な
る
〔
財
務
府
御
用
〕
割
符
裁
断

。

お

)

(

捌

)

ワ

イ

Y

Q

g

)

者
(
宮
内
向
ね
な
る
、
前
出
の
ピ
イ
タ

HUO門
吉
田
〔
出
。
〕
な
る
高
級
服
地
商
、
エ
ド
リ
ッ
ク

HU-骨山口口印〔
E
H〕
な
る
葡
萄
酒
商
人
(
ミ
若
宮
司
、

sc、

|
|
以
上
、
暴
に
此
の
通
り
の
北
側
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
ピ
イ
タ
を
除
い
て
新
し
い
九
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
五
つ
の
職

種
が
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
「
西
門
し
か
ら
市
壁
の
そ
と
へ
出
る
と
、
此
処
で
は
、
ロ
パ
ァ
ト
月
号

2
E
A
H
3〕
・
〔

N
N
8・
ウ
ィ
リ
ア
ム
巧

E
O
H
5
5門戸苫〕

(

凱

)

ミ

1

ド

(
M
O向
〉

・円凶日

ω〕
・
ア
イ
ル
リ
ッ
ク
〉
己
ユ
ロ
ロ
臼
〔

N巧
〕
な
る
鍛
冶
屋
、
リ
チ
ャ
ド

E
S
E
5
〔
混
合
な
る
蜂
蜜
酒
売
り
(
さ
え
札
寄
与
、
リ
チ
ャ

一
臼
A
H
白〉

ド

E
S
E戸
田
口
∞
出

-
G
N
P〕
-Qω
巴

-
G日
臼
な
る
円
上
級
財
務
府
御
用
U

通
貨
熔
解
人

(-ES号
、
〉
、
ピ
コ
ッ
ト
巴

h
a
口
忠
〕
な
る

Q

S

V

Q

D

巴

岩
塩
溶
液
の
煮
沸
夫
(
起
き
お

3
5
)、
ア
ラ
ン

K
8
5
口
勾
〕
な
る
楯
作
り

(hg目
白
ミ
史
的
〉
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
巧
巳
巴

5
5
口
∞
∞
〕
・
〔

5
8

(
印
C
由

)

な
る
エ

i
ル
醸
造
人
(
守
さ
里
町
司
、
品
、
ヘ
レ
ヴ
ィ
ッ
ク
出

2
2代
口
き
】
グ
ン
テ
ル
の

c
E
Z
5門旧日。〕
w

オ
イ
ン
。
古
己

A
N
U
S
な
る
ロ

(

抑

)

(

臼

白

血

〉

ゆ

か

し

き

i
ブ
仕
立
入
、
ゴ
ッ
ド
フ
リ
イ
の
。
庁
内
立
(
宮
田
口
出
〕
な
る
穀
物
商
守
口
可
潟
市

ssh門
司
〕
立
)
、
ウ
ォ

i
リ
ン
巧

R
E
.口
定
〕
な
る
〔
床
敷

い

ぐ

さ

(

臼

C

U

)

(

制
〉

用
〕
薗
草
売
り
ハ
ミ

sshE〉
、
前
出
の
ビ
イ
夕
日

U
2
2
ω
h
N
O
S
-
Q
H
8
・
Qω
∞

γ
〔
N
E〕
な
る
高
級
服
地
商
、
お
な
じ
く
前
出
の
サ

(
釦
)

Q

H

M

)

i
ス
テ
ィ
ン
吋
己
門
的
江
口
戸
田
〔

NOω
〕
な
る
縫
針
作
り
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
恒
三
ロ

g
G
E〕
な
る
伐
採
人

Q
お
き
芯
る
、
セ
リ
ダ

ωOHEANH寸〕

(
臼

Hω)

な
る
銅
細
工
師

Qh吾
、
)
ウ
ィ
リ
ア
ム
巧
巨
己

5
5
〔
NH∞
ピ
ア
ン
ス
ケ
テ
イ
ル
(
〉
ロ
印
門

Z
E古
田
〔

N∞
ω〕
な
る
馬
具
〔
"
拍
車
〕
師

(

臼

品

)

(

町

)

(

U

H

S

(
山
口
『
凡
さ
同
可
)
、
ト
ゥ
ル
ベ
ル
ト
叶
ロ
与

2
Z的〔
Nω
臼
な
る
調
理
師
、
シ
イ
マ
ン

ω。
gmg
門
誌
叶
〕
な
る
鯨
商
人

QhH1gh635)、
ギ
ル
パ

ハ

ωH叶
〉

(

臼

H∞〉

ァ
ト

E
H
O
Z
2
5
G
S〕
-
G弓
〕
な
る
靴
屋
(
円
己
主
史
認
さ
ミ
史
的
〉
、
ハ
ア
パ
ー
ト
同

2
Zユ
ロ
印
〔

NUO〕
な
る
製
菓
職
人
公
専
門
町
内

NQ1S品、

(
山
一
)

セ
リ
ダ

P
E
A
N
0
3
な
る
石
エ
、
ー
i
以
上
、
前
出
の
ピ
イ
タ
ハ
高
級
服
地
商

γ
サ
l
ス
テ
ィ
ン
(
縫
針
作
り
)
を
除
い
て
新
し
い
一
一
一
一

人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
一
一
の
職
種
が
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

-
中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
ハ
七
)

二
四



立
教
経
済
学
研
究
コ
一
七
恭
二
号
(
一
九
八
三
年
)

二
四
二

り
そ
の
西
北
の
角
を
東
へ
廻
っ
た
と
こ
ろ
に
在
る
「
北
門
」

(
臼

M
G〉

H
l
R
E
C
0
5
3
外
の
郊
外
地
区
に
転
ず
る
と
、
ロ
パ
ァ
ト
月
号

2
E田〔
ω。
巴
な
る
馬
具
〔
"
鞍
〕
師
〈
包
N
Q
ミ
ま
)
、
ヒ
ュ
ウ
出
cmo

(
臼

N
H
U

ろ

く

ろ

(
ω
M
M〉

〔ωο
∞
〕
な
る
飾
り
棚
作
り
(
将
司
、
札
3R3.5)、
お
な
じ
く
ヒ
ュ
ウ
出
口
問
。
〔
出
ω〕
な
る
〔
木
製
の
椀
そ
の
他
を
制
作
す
る
〕
鞭
繍
師
Q
b
3き
る
・

(

鵡

〉

(

制

〉

ヂ
ョ
ン

'ZEロ
ロ
叩
的
門
出
品
〕
な
る
鍛
冶
屋
、
ロ
ジ
ャ
同
州
諸

2
5
〔
話
回
〕
な
る
金
細
工
師
、
ア
ン
ス
ゴ
ッ
ド
〉
ロ
括
主
日
出
〕
な
る
製
粉

(

溺

)

(

臼

M

S

(

抑
〉

工
、
ゴ
ダ
ル
ド

c
a
ω
E
w〔ω
ω
N〕
な
る
大
工
(
円
号
、

S
E三
Ha)、
シ
レ
ド
臼
叫
oa
〔
白
色
な
る
ロ

i
ブ
仕
立
人
、
さ
き
に
「
西
門
」
外
に

(

湖

)

於
て
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ア
ン
ス
ケ
テ
イ
ル
〉
日
与
え
巴

5
G
S〕
な
る
馬
具
?
拍
車
〕
師
、
同
様
二
度
「
西
門
」
外
で
も
認
め
ら
れ

ハ
抑
)

た
セ
リ
ダ

ω色
広
田
〔

2
8・
ま
た
ア
ン
ス
ケ
テ
イ
ル
〉
ロ
R
Y
O門
戸
口

S
G
t〕
-
Q
A
S
な
る
石
工
、
ロ
ジ
ャ
刻
。
m
2
c
m
〔
EMU
な
る
パ

(

制

)

ン
焼
職
人
、
|
|
以
上
、
ア
ン
ス
ケ
テ
イ
ル
(
馬
具
〔
E

拍
車
〕
師
〉
・
セ
リ
ダ
(
石
工
〉
を
除
い
て
新
し
い
一

O
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は

有
の
「
西
門
」
外
の
郊
外
地
区
を
去
り
、
市
聾
の
外
側
に
沿
ヲ
て
北
上
し
、

新
た
に
四
つ
の
職
種
が
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
か
ち
北
に
平
行
し
て
走
る
幾
つ
か
の
通
り
の
う
ち
、
ま
ず
「
西
門
」
附
近
に
発
し
て

(

組

)

市
壁
の
内
側
を
北
上
す
る
め
お
と
と
な
鳴
遁
り
で
は
、
既
出
の
ピ
イ
夕
日
1
2
2負
担
由
〕
な
る
高
級
服
地
商
、
ロ
パ
ァ
ト
問

c
Zユ
ロ
由
門
司
ωu
・

(

抑

)

ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
宮
門
的
ωロ門吉田〔
S
3・
ボ
ウ
ル
ド
ウ
ィ
ン
切
色
am若
宮
口
出
〔
ω
U
N〕
な
る
ロ

I
ブ
仕
立
人
、
ハ
ァ
デ
ィ
ン
グ
国
民
(
同
区
間
〔
句
。
〕

(

知

)

な
る
鍛
冶
屋
、
曽
て
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
北
側
で
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ロ
ジ
ャ
河

o
m
2
5
E
3〕
・
ま
た
リ
チ
ャ
ド

E
B三
5
〔ω
∞N
〕な

(

制

)

ハ

蹴

一

〉

る
塗
装
工
、
曽
て
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
側
で
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ハ
プ
デ
ィ
ン
グ
同
母
念
品

5
〔
ω苫
〕
な
る
エ

l
ル
醸
造
人
、
ー
ー

再
度
市
壁
内
に
立
ち
帰
り
、

以
上
、
そ
こ
に
新
し
い
職
種
は
別
に
之
を
見
出
し
得
な
い
が
、
ピ
イ
タ
ハ
高
級
服
地
商
)
・
ロ
ジ
ャ
(
塗
装
工
)
・
ハ
ァ
デ
ィ
ン
グ
(
エ

I
ル
醸
造

人
)
を
除
い
て
新
た
に
五
人
の
職
業
人
が
現
わ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
右
の
を
丘
町
N
S
h
h
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り

l
切
さ
号
言
通
り
へ
移
る
と
、
此
処
で
は
唯
一
人
、
曽
て
「
西
門
」
外
で
も
一
度



(

揃

)

認
め
ら
れ
た
ヂ
ョ
ン
宮
町
山
口
口

2
R
N∞
一
〕
な
る
鍛
冶
屋
が
見
出
さ
れ
る
。

右
の
N
W
一
言
札
室
町
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り
i
尽
き
ミ
室
見
通
り
に
於
て
も
、
唯
一
人
リ
チ
ャ
ド

(

却

)

車
〕
師
が
見
出
さ
れ
る
。

E
S
E
5
Rお
〕
な
る
馬
具
?
拍

hwbsミ
室
町
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り

l
k
g
Q
3向
通
り
で
は
、
そ
こ
に
一
人
と
し
て
此
処
で
謂
う
所
の
職
業
人
は
見
出
さ
れ
得
な
い
。

Q
S
)
 

h
N
S
h
H三
時
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り
i
足
時
旬
さ
き
句
問
主
通
り
に
至
る
と
、
そ
こ
に
は
、
ゴ
ッ
ド
の
。
門
て
〔
日
。
〕
な
る
縮
織
工
〈
¥
刊
に
目
白
)
、

(

湖

一

〉

(

抑

)

例
の
ピ
イ
夕
日

ι
2
2
A
2
3
な
る
高
級
服
地
商
、
ま
た
ピ
イ
夕
日

U
2
2角
田
町
〕
な
る
馬
具

7
鞍
〕
師
が
見
出
さ
れ
、
新
し
い
二
人
の
人

物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
一
つ
、
縮
械
工
が
現
わ
れ
て
い
る
。

H
1
N
m
h
さ
hHsh市
立
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り
|
段
ミ
ミ
ミ
喜
四
通
り
で
は
、
ア
ン
ス
ケ
テ
イ
ル
〉

g
n
U
2
E
C
A
2臼
・
門
町
臼
〕
な
る
締
め

A

パ
臼
串

H

)

・

ハ

シ

(

印

砕

い

山

)

金
作
り
(
宮
内
目
白
可
ジ
エ
ド
マ
ン
ド
肘
仏

5
5山
口
目
白
鳥
〕
な
る
麺
姐
屋
〈

Z
N
3
3ミ
ま
)
、
例
の
ピ
イ
タ
吋

2
2凶
〔
明
日
叶
〕
な
る
高
級
畷
地

(

制

)

高
一
が
見
出
さ
れ
、
ピ
イ
タ
以
外
に
新
し
い
二
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
締
め
金
作
り
と
彊
抱
崖
と
云
う
二
つ
の
職
種
が
そ
こ
に

現
わ
れ
て
い
る
。

(

拙

)

岳山
A
S
ロ
ミ
室
町
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り
|
引
で
ど
ミ
h
E
通
り
で
は
、
ア
ル
ウ
イ
ン
民
主
ロ

5
〔
可
。
〕
な
る
エ
!
ル
醸
造
人
、
ロ
ジ
ャ

(

姉

)

〈

帥

品

目

〉

問。問。

E
回
目
コ
〕
・
〔
司
ω〕
な
る
ワ
イ
ン
商
人
、
へ
ン
リ
ロ

g吋日
n
g
魚
沼
口
な
る
〔
毛
織
物
〕
1

商
人
ハ
き
キ
ミ
円
ミ
)
、
ロ
ジ
ャ
問
。
明
司
円

5
〔
き
臼

ハ
叩

)

D

な
る
調
理
師
と
、
以
上
、
新
し
い
四
人
の
人
物
が
現
わ
れ
る
が
、
職
種
と
し
て
は
絡
別
そ
こ
に
新
た
な
る
も
の
を
見
出
し
得
な
い
〔
註
悩〆t
、

参
照
〕
。モHha

町
内
ミ
通
り
の
一
つ
東
側
の
通
り

l
Mコ
ロ
ヨ
ミ
ミ
通
り
で
は
、
エ
ル
ノ
ル
ド
開
吋

S
5
5〔
2
0〕・

(

制

〉

(

抑

)

調
理
師
、
ペ
イ
ン
回
以
ー
岡
山
口

5
〔
E
S
・〔

8
3
な
る
縮
蛾
工
、
メ
イ
ナ
l
ド
呂
町
に

B
邑
バ
ENNは
・
ア
ン
ス
フ
リ
ー
ド
〉
B
吟
広

5
〔器。〕

リ
チ
ャ
ド

E
B
Eロ
凹
〔
目
白
血
〕
な
る

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
七
〉

二
回
三



立
教
経
済
学
研
究
一
二
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)

(

捌

)

な
る
ロ

i
ブ
仕
立
人
、

二
四
四

(ω
閉
]
[
〉

リ
チ
ャ
ド
初
日

n
m
E
5
門
誌
∞
〕
な
る
靴
屋

(
8
ミミ
g
h
q
g向)、

そ
れ
に
曽
て
夫
々
一
度
ハ
イ
ス
ト
リ
イ
ト
の

北
側
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
所
の
ロ
ジ
ャ
河
晶

2
5
〔
8
8
・
〔
虫
色
な
ら
び
に
ド
ゥ
ル

I
り
円
。
問
。
〔
品
目
ω〕
・
そ
の
他
、
ア
イ
ル
ワ

l
レ

(
回
一
)

E
耳
目
。
〔
呂
∞
〕
な
る
染
色
工
、
是
れ
ま
た
既
に
一
度
「
西
門
」
外
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
ピ
コ
ッ
ト
百
円
。
円

E
色
な
る
岩
塩
溶
液
の
煮

(
印
日

ω〉
し

や

り

き

(

臼

出

品

〉

沸
夫
(
h
Q
N
E
ミ
R
C
W
ま
た
ラ
ル
フ
何
回
臼
己
苫
田
〔

2
3
な
る
車
力
(
足
立
芯
三
宮
)
w

ロ
ジ
ャ
・
ド
ゥ
ル

i
(染
色
工
)
・
ピ
コ

L
や
り
き

ッ
ト
(
山
石
塩
溶
液
煮
沸
夫
〉
を
除
い
て
そ
こ
に
新
し
い
八
人
の
人
物
、
夫
れ
に
職
種
と
し
て
は
新
た
に
車
力
が
現
わ
れ
て
い
る
。

1
1
1
以
上
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
か
ら
北
京
に
切
れ
込
み
、
や
が
て
市
の
東
壁
に
突
当
っ
て
市
壁
沿
い
に
よ
同
に
折
れ
、
「
東
門
」
前
で
一
丹
び

ハ
部
)

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
に
合
流
す
る
、
切
言
司
君
通
り
で
は
、
ト
ゥ
ル
ベ
ル
ト
寸
ロ
円
宮
門
吉
田
〔

g
u〕
切
ラ
ル
フ
河
川
凶
(
古
民
戸
田
〔
笥
吋
〕
な
る
屠
畜

(

摘

)

(

却

)

(

湖

一

)

業
者
、
ア
イ
ル
ワ
ル
ド

k
t
p
s
a
z
R
S己
な
る
染
色
工
、
ギ
ル
バ
ァ
ト

2
-
o
Z
3
5
Q∞N
〕
な
る
割
符
裁
断
者
、
ア
イ
ヌ
ル
フ

パ
1
チ

メ

ソ

ト

(

見

出

〉

か

わ

な

め

し

(

臼

自

己

)

E
F
H
A
S
ω
〕
な
る
羊
皮
紙
製
作
工

eh寄
与
問
さ
き
S
Y

切
O
D
丘山内

E
A
g日
〕
な
る
皮
韓
職
人
(
N
Q
S
b
h
o
る・

最
後
に
、

~ 

ボ
ニ
フ
ェ
イ
ス

ー人
『

I
J

上
、
新
し
い
六
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
し
い
二
つ
の
職
種
が
そ
と
に
認
め
ら
れ
る
。

(
担
〉

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
を
横
切
り
「
東
門
」
前
を
今
度
は
市
壁
に
沿
っ
て
南
に
入
る
通
り

l
む
と
急
三
忌
句
通
り
を
行
け
ば
、
職

(

拙

)

業
人
と
し
て
は
唯
一
人
、
そ
こ
に
ア
イ
ル
ワ
ル
ド
〉
口
君
阻
止

5
〔
戸
己
な
る
箸
作
り
が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

次
い
で
、

い
っ
た
ん
、
右
の
通
り
を
引
返
し
て
、
右
に
折
れ
、
「
東
門
」
の
外
に
出
る
と
、

此
処
「
東
門
」
外
の
郊
外
地
区
で
は
、

(
湖
一
)

ま
た
曽
て
「
西
門
」
外
で
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
当
日
。

-
5
5
Q
S〕
な
る
鍛
冶
屋
、
お
な
じ
く
曽
て
ハ

エ
ド
ウ
ィ
ン

H
W門
H
J

三
ロ
ロ
印
〔
叶
ω
N
〕w

イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
北
側
で
も
一
度
認
め
ら
れ
た
レ
イ
マ
ン
ド
同
色
B
ロ
ロ
山
口
《

a
b
-
qコ
ピ
そ
の
他
ロ
ジ
ャ
問
。

η
2
5〔
お
巴
な
る

(

加

)

(

柿

)

ロ
l
ブ
仕
立
人
、
ア
ス
ケ
テ
イ
ル
〉

R
H
H
2
5ロ
印
〔
お
∞
〕
な
る
馬
具
〔
H

鞍
〕
師
、
曽
て
'
切
さ
さ
三
室
内
通
り
で
も
一
度
認
め
ら
れ
た
リ
チ

(

揃

一

)

あ

か

ね

ぞ

め

ャ
ド

E
S
E
5〔
立
臼
な
る
馬
具
〔
目
拍
車
〕
師
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
巧

E
o
-
B
5
q
g〕w
エ
ド
ワ
ァ
ド
開
会
話
丘

5
〔
斗
O
〕
な
る
茜
染
職
人
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(
湖
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曽
て
の
む
な
守
口
町
営
通
り
で
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ア
イ
ル
ワ
ル
ド
注
目

J
E
E
5〔
司
自
〕
な
る
等
作
り
、
ー
ー
ー
以
上
、

ウ

ィ
リ
ア
ム
(
鍛
冶
屋
)
・
レ
イ
マ
ン
ド
(
ロ
l
ブ
仕
立
人
)
・
リ
チ
ャ
ド
(
馬
具
〔
n
拍
車
U

師
)
・
ア
イ
ル
ワ
ル
ド
(
簿
作
り
〉
を
除
い
て
新
し
い
五

あ
か
ね
ぞ
め

人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
荷
染
職
人
が
現
わ
れ
て
い
る
。

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
を
西
進
し
て
、
と
の
た
び
は
此
の
通
り
よ
り
南
に
入
る
幾
つ
か
の
通

(
湖
一
)

り
の
う
ち
、
ま
ず
旧
王
宮
跡
の
西
の
境
界
を
劃
す
る
、
」

-hg民
間
可
通
り
に
就
い
て
見
る
と
、
ゴ
ッ
ド
フ
リ
イ

C
o
骨
骨
広

g
Q∞
色
な
る

(

抑

)

(

叩

)

〈

勾

凶

〉

大
工
、
ア
ス
コ
ル

k
r
g
g
A
3
N〕
な
る
金
細
工
師
、
ト
ゥ
ル
ケ
ル
寸
ロ
円

5
2
E
5〔呂
ω〕
な
る
桶
屋

(EHQ可
J
、
曽
て

(

m

)

 

り
に
於
て
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ロ
ジ
ャ
河
品

2
5〔
芭
巴
な
る
調
理
師
、

再
び
「
東
門
」
を
潜
っ
て
市
壁
内
に
入
り
、

司
塁
間
h
高
通

(
m
m
)
 

ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
的
立
宮
口
仏
己
負
芭
色
・
〔
∞
。
寸
〕
な
る
石
工
、
の

新
し
い
四
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
楠
屋
が
加
わ
っ
て
い
る
。

次
の
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
を
南
へ
入
る
通
り
ー
ー
さ
き
の
ピ
さ
に
ミ
通
り
の
一
つ
西
側
の
通
り
の
の
豆
、
時
運
り
で
は
、
曽
て
同
】
h
H
3

唱
え
言

(

抗

)

(

摘

)

通
り
に
於
て
も
一
度
認
め
ら
れ
た
ラ
ル
フ

H
W
H
Q
E
P
A
S
N〕
な
る
車
力
、
デ
ョ
ン

HOEDロ
g
〔∞

N由
〕
・
田
町
〕
な
る
金
細
工
師
、
オ
ス

(
臼

4

1

3

(

臼
叶
∞
〉

ベ
ル
ト
。
与

2
2
A∞
N∞
〕
な
る
蝋
燭
売
り
合
同
ミ
ミ
史
的
)
、
リ
チ
ャ
ド

E
S
E
5〔
∞
出
〕
な
る
甲
胃
等
研
磨
師

Q
ミ
宮
、
)
、
フ
ル
ク
型
何
回
目

(

抑

)

門
町
。
〔
位
。
〕
な
る
馬
具
?
鞍
〕
師
、
と
、
新
し
い
四
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
新
た
に
蝋
燭
売
り
並
び
に
甲
宵
等
研
磨
師
が
現
わ
れ
て

い
る
。

HU。吋
g
a
o
j
凹
広
島
に
通
ず
る
通
り

l
c
c
h丸
町
通
り
で
は
、
さ
き
に

(

捌

)

カ
ル
ペ
通
り
で
も
一
度
出
た
デ
ョ
ン
目
。

g
g
o
A虫
色
の
ほ
か
に
、
ウ
ォ

l
リ

ン

巧

R
E
g
g
g〕
・
〔
∞
叶
∞
〕
な
る
金
細
工
師
、
今
ま
で

(

期

)

(

抑

〉

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
北
側
以
来
何
度
も
出
た
ピ
イ
タ

]
U
2
2
A虫
色
な
る
高
級
服
地
商
、
ロ
ジ
ャ
問
。
四
叩
吉
田
〔
∞
立
〕
な
る
製
粉
工
、
さ

(

抑
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き
に
カ
ル
ペ
通
り
で
も
一
度
出
た
オ
ス
ベ
ル
ト
。
島

0
2
5〔
∞
∞
∞
〕
な
る
蝋
燭
売
り
、
と
云
う
よ
う
に
、
新
し
い
一
一
人
の
人
物
が
現
わ
れ
て

む
と
官
通
り
め
一
つ
西
側
の
・
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
よ
り
「
南
門
」

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
七
)

二
四
五
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い
る
が
、
そ
こ
に
別
段
新
し
い
職
種
は
認
め
ら
れ
な
い
。

而
し
て
一
旦
、
「
南
門
」
を
潜
っ
て
市
壁
の
外
に
出
る
と
、
此
の
「
南
門
」
外
の
郊
外
地
区
に
於
て
は
、
へ
ン
リ
国

g円
山
口
己
的
〔
由
。
己
な
る

〈

組

一

)

〈

掛

)

鍛
冶
屋
、
例
の
ピ
イ
タ

]
l
a
E
A
S巴
な
る
高
級
服
地
商
、
ア
イ
ル
ワ
ル
ド
〉
ロ
羽
田
え

5
〔
U
H
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又
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臼
∞
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出
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ャ
ド
担

g
E
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H
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・〔

H
g
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靴
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E
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。
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E
A
S
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な
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仕
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吋
S
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通
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一
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ロロ凹〔匂
N
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ウ
ル
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リ
ッ
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巧
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ロ
ユ
n
c
A
U
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s
h
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ど
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E
E
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湖
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又
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防
司
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通
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一
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た
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ロ
ジ
ャ
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宮
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な
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調
理
師
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ゼ
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円
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C
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(

臼
由

H
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ヒ
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。

Q
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な
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8
な
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鹸
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公
も
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お
む
司
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弘
史
的
)
・

ヒ
ュ
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〔
h
v
k

片山一〕
w

又
曽
て
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
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の
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に
於
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も
一
度
認
め
ら
れ
た
ボ
ウ
ル
ド
ウ
ィ
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(

抑

一

)

(

制

)

〔

ssj口
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な
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パ
ン
焼
職
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、
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オ
デ
リ
ッ
ク
寸

v
g宏
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口
口

A
3
8
な
る
製
粉
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ボ
ウ
ル
ド
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仏
⑦
4
4
E
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(

蹴
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な
る
石
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ア
ル
ド
ヘ
ル
ム
〉

5
0
-
8
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2
3
な
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織
布
工
(
同
町
内
号
凡
史
的
)
w

ウ
ル
フ
リ
ッ
ク

4
2ロュ
2
田口
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な
る
車
力
、

Q
S
)

ハ
湖
)

ト

HNoσ2EAHON印
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な
る
靴
底
し
公
ミ
ミ
)
ゆ
ア
イ
ル
ワ
ル
ド
〉
口
当
白

E
5〔
HOω
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〕
な
る
ワ
イ
ン
商
人
、

(

抑

)

(

ち

口

〉

〔
H
E
d
な
る
皮
膜
職
人
、
ヂ
ョ
ン

H
O
E
D
5∞〔
Hgω
〕
な
る
靴
屋
(
円

DLsasnH3.5〉、

出戸問。〔
U
u
d
〕
・
〔
h
v

∞O
〕w

目白

5
0肴山口口白〔甲山
V

∞〕・

ロ
パ
ア

ウ
ィ
リ
ア
ム
当
日
己

8
5

i
i以
上
、
ピ
イ
タ
(
高
級
服
地
商

γ
リ
チ
ャ

ド
(
靴
屋

γ
ボ
ウ
ル
ド
ウ
ィ
ン
ハ
パ
ン
焼
職
人
)
を
除
い
て
新
し
い
一
八
人
の
人
物
、
職
種
と
し
て
は
、
服
地
商
・
石
鹸
商
・
織
布
工
・
靴

直
し
の
新
し
い
四
つ
の
職
種
が
現
わ
れ
て
い
る
。

而
し
て
、
再
び
市
壁
内
に
立
ち
戻
っ
て
、
さ
き
の
の
と
丸
町
通
り
の
一
つ
西
側
の
|
|
凡
そ
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
よ
り
南
に
入
る
通
り
の

(

捌

)

う
ち
で
は
最
も
西
側
の
通
り
の
の
同
高
通
り
に
入
る
と
、
ベ
レ
ン
ガ
ル
ロ

2
3官
江
口
回
口
ミ
ヨ
な
る
馬
具
〔
u

較
〕
師
、
ア
リ
グ
ザ
ン
ダ

る

ぽ

し

や

(

品

自

由

)

k
a
g
a
a口
ミ
色
な
る
者
の
父
親
に
当
る
無
名
の
駿
馬
車
曳
き
(
E
S号
詮
臼
〉
と
一
五
う
よ
う
に
新
し
い
二
人
の
人
物
、
新
し
い
一
つ
の
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経
済
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究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)

二
六
O

四

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
ウ
イ
ン
タ
ン
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
第
二
部
に
お
け
る
記
述
を
巨
細
に
豆
り
検
討
し
た
る
結
果
、
今
や
、

四
八
年
現
在
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
に
於
て
は
造
幣
人
を
除
い
て
す
八
て
一
二
三
人
の
職
業
人
が
四
λ
の
職
種
に
跨
っ
て
分
布
し
て
居
た
事
実

を
、
知
っ
た
の
で
あ
る
。

斯
か
る
一
二
三
、
四
八
と
云
う
が
如
き
数
値
は
、
た
と
え
「
第
二
部
」
の
調
査
の
対
象
が
「
第
一
部
」
の
夫
れ
よ
り
も
広
範
囲
に
亘
つ

(

州

)

て
居
り
両
者
は
い
ま
単
純
に
は
比
較
す
可
か
ら
ざ
る
関
係
に
在
る
に
も
?
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
曽
て
検
討
し
た
る
と
こ
ろ
の
「
ウ
イ
ン
タ
ン

i

ド
歩
ウ
ム
ズ
デ
イ
L

第
一
部
に
於
け
る
、
ー
ー
ェ
ド
ワ
ァ
ド
横
悔
王
時
代

2
0四
二
上
ハ
六
)
に
お
い
て
一
六
職
種
、

一
七
人
の
手
工

業
者
・
商
人
の
存
在
、
「
第
一
部
」
成
立
の
ほ
ぼ
一
一
一

O
年
の
時
点
に
お
い
て
九
職
種
、

(
側
一
)

事
実
を
想
起
す
る
と
き
、
夫
れ
自
体
、
ま
さ
し
く
、
評
価
せ
ら
る
べ
き
可
成
り
の
数
値
を
表
わ
し
て
い
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
九
人
の
手
工
業
者
・
商
人
の
存
在
、
と
云
う

で
あ
ろ
う
。

い
〈
ば
〈

で
は
、
第
十
二
世
紀
中
葉
こ
の
市
は
い
っ
た
い
幾
何
の
人
口
を
擁
し
て
居
り
、
そ
の
っ
ち
に
お
い
て
右
の
数
字
は
抑
々
如
何
な
る
意
義

を
担
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

合
、
夫
れ
が
一
国
で
あ
ろ
う
と
将
又
一
都
市
、

わ
れ
わ
れ
が
い
ま
第
十
二
世
紀
と
い
っ
た
過
去
の
一
時
代
の
・
或
る
特
定
の
地
域
に
関
し
て
・
其
の
人
口
を
推
定
せ
ん
と
試
み
る
場

一
村
落
で
あ
ろ
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
何
は
と
も
あ
れ
先
ず
、
其
処
に
お
け
る
世
帯
数
を

問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
暴
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

一
一
四
八
年
当
時
、
此
の
市
に
於
て
一
つ
以
上
屋
敷
地
〈
な
ヰ
与
を
保
有
N

所
有
す
る
者

(
叩
)

と
し
て
其
の
名
が
一
第
三
部
」
に
記
載
せ
ら
れ
て
屠
る
所
の
私
人
数
を
八
百
な
い
し
九
百
と
算
定
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
夫
れ
で
は
当
時



こ
の
市
の
世
帯
数
は
右
の
八
百
な
い
し
九
百
で
あ
っ
た
、
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
|
|
答
は
明
瞭
に
否
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
ま
ず
注
意
せ
ら
る
べ
き
は
、
此
の
「
第
二
部
」
な
る
記
録
の
有
つ
性
格
で
あ
る
。
夫
れ
は
、
是
れ
ま
た
既
に
わ
れ
わ
れ
の

(
川
町
)

之
を
明
ら
か
に
な
し
た
る
如
く
、
元
来
飽
く
ま
で
個
々
の
屋
敷
地
に
関
す
る
保
有
u

所
有
関
係
|
|
夫
れ
の
産
み
も
た
ら
す
「
地
代
」
の

調
査
記
録
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
世
帯
」
の
調
査
記
録
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
殆
ど
の
場
合
、
夫
れ
に
於
て
は
、
特
定
の
屋

敷
地
に
つ
い
て
、
そ
の
保
有
川
所
有
の
主
体
の
当
該
屋
敷
地
に
お
け
る
現
実
の
居
住
関
係
は
捨
象
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〔
前
註
(
加
〉

参
照
〕
。
然
し
な
が
ら
、
「
第
二
部
」
の
各
記
載
候
項
が
、
い
ま
一
般
的
に
は
、
建
物
が
建
っ
て
い
る
状
態
に
在
る
所
の
保
有
地
ー
ー
が

E
E
'毛

件。ロ。

B
B一
て
を
表
わ
し
、
斯
か
る
保
有
地
は
夫
れ
は
夫
れ
で
ま
た
少
く
と
も
一
戸
の
家
屋
、
ひ
い
て
は
一
つ
の
世
帯
を
表
わ
し
て
い
る
、

と
一
五
う
こ
と
も
異
論
の
余
地
の
無
い
所
で
あ
る
、
|
|
た
と
え
夫
れ
ら
の
記
載
候
項
が
夫
々
常
に
一
つ
の
屋
敷
地
の
み
に
係
わ
る
も
の
と

は
言
う
こ
と
が
出
来
ず
、
二
つ
以
上
の
屋
敷
地
を
そ
の
う
ち
に
合
む
場
合
が
有
り
、
ま
た
夫
れ
ら
が
「
荒
蕪
地
」
の
状
態
に
在
る
こ
と
が

(

捌

)

あ
る
に
し
て
も
、
で
あ
る
。
否
、
そ
こ
に
偶
々
家
屋
が
建
っ
て
い
な
い
状
態

l
l
Y
R
Sえ
の
状
態
に
在
る
こ
と
を
示
す
所
の
記
載
候

項
の
存
在
す
る
こ
と
自
体
、
飽
く
ま
で
一
般
的
に
は
、

一
個
の
屋
敷
地
"
保
有
地
即
ち
一
戸
の
家
屋
川
世
帯
な
る
こ
と
を
間
接
的
に
詮
明

し
て
い
る
と
言
え
る
。

斯
く
て
右
の
如
き
前
提
に
立
つ
こ
と
に
依
っ
て
、
前
記
ビ
ド
ゥ
ル
・
キ
!
ン
両
氏
は
、
ま
ず
以
て
、

チ
ス
タ
市
に
は
約
一
、
一

O
O戸
が
存
在
し
た
、
と
暫
定
的
に
推
定
す
る
。
市
し
て
、
当
面
対
象
と
す
る
所
の
時
代
よ
り
後
代
の
・
第
十

一
一
四
八
年
当
時
、
此
処
ウ
ィ
ン

四
世
紀
以
降
第
十
八
世
紀
に
至
る
一
般
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都
市
に
関
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
ロ
ジ
ェ
エ
l

モ
ル
の
行
え
る
歴
史
人
口

(

制

)

学
Cω
門
凶

bgo関
門
回
目

)
E
o
E
2
R
E
g
)
の
立
場
よ
り
す
る
研
究
を
此
処
に
援
用
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、

付
当
時
「
よ
く
発
達
し
た
都
市
に

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
七
)

二
六
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済
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研
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三
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巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)

一一六

於
て
は
」
家
族
(

n

世
帯
)
数
は
戸
数
を
九
パ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
た
上
廻
っ
て
い
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
、
同
各

各
の
家
族
(

n

世
帝
)
は
多
分
平
均
四
・
五
人
を
そ
の
う
ち
に
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
と
云
う
二
つ
の
ア
ラ
ウ
ア
ン
ス
を
考
慮

に
入
れ
る
こ
と
に
依
り
、
第
十
二
世
紀
中
葉
に
於
け
る
此
処
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
人
口
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
五
、
五

O
Oな
る
数
値
を

算
出
す
る
。
そ
の
上
で
、
後
代
の
史
料
|
|
一
四
一
七
年
の
斗
常
宮
市
目
。

ω戸
ミ
ミ
.
そ
の
他
該
調
査
前
後
の
第
十
四
・
第
十
六
世
紀
の
臨

時
税
表
(
∞
与
回
目
身

E
C
等
ー
ー
よ
り
推
算
さ
る
る
所
の
・
当
市
の
「
黒
死
病
」
(
一
三
四
八
l
九
)
前
夜
に
お
け
る
人
口
数
l
八、

0
0
0

を
以
て
、
こ
こ
に
前
記
の
数
値
を
再
吟
味
し
、
是
れ
に
修
正
の
手
を
加
え
る
こ
と
に
依
り
、
最
終
的
に
は
、
両
氏
は
、
第
十
ニ
世
紀
中
葉

こ
の
市
は
右
の
「
黒
死
病
」
前
夜
の
人
口
数
よ
り
も
よ
り
多
く
の
人
口
1
|
|
八
、

0
0
0人
以
上
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
な

し

一
一
四
八
年
当
時
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
は
、
「
ウ
イ
ン
ク
ン
l

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
第
二
部
の
記
載
僚
項
数
を
遥
か
に
上
廻
っ
て
1

1

恐
ら
く
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
た
上
廻
っ
て
、
優
に
一
、
六

O
O戸
以
上
の
家
屋
1

世
帯
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
、
と

(
側
一
)

看
敵
す
の
で
あ
る
。

右
の
世
帯
に
し
て
一
、
六

O
O戸
以
上
、
人
口
に
し
て
八
、

0
0
0人
以
上
と
い
う
数
値
が
、
抑
々
推
算
に
推
算
を
重
ね
た
結
果
導
き
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
大
凡
そ
憶
測
的
な
数
値
の
域
を
出
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
吏
め
て
言
、
っ
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
乍
ら
、
た

と
え
夫
れ
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
夫
れ
以
外
に
い
ま
信
頼
す
べ
き
数
値
の
奥
え
ら
れ
な
い
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
是
れ
を

以
て
姑
く
わ
れ
わ
れ
の
判
断
の
基
準
と
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す
る
と
、
前
述
せ
る
所
の
四
八
職
種
に
跨
る
一
二
三
人
の
職
業
人
な
る

マ
ル
テ
イ
プ
ラ
イ
ア

も
の
は
、
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も
大
い
な
る
比
重
を
占
め
て
居
る
と
は
言
い
難
い
。

i
i夫
れ
は
、
先
き
の
場
合
と
同
じ
乗
数
を

採
る
と
す
れ
ば
、
い
ま
五
五
四
人
と
な
っ
て
、

一
一
四
八
年
当
時
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
に
お
け
る
手
工
業
日
商
業
人
口
は
、
全
人
口
の
僅
々

0
・
0
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
っ
た
、
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



さ
り
な
が
ら
、
夫
れ
が
如
何
に

0
・
0
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
少
数
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
彼
等
手
工
業
者
・
商
人
の

2
2宮
Z
S包

賞
。
ロ
宮
こ
そ
は
、
い
ま
、
そ
の
蓄
積
せ
る
富
の
力
に
お
い
て
、
総
体
と
し
て
中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
♂
包
括
D
8
5
5
z
E弓
.
に
お
け

る
凡
そ
支
配
的
な
る
諸
階
層
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
お
し
な
べ
て
、

一
つ
以
上
の
「
屋
敷
地
」
の
保
有
"
所
有
者
と
し
て
、
彼

等
は
、
多
か
れ
少
か
れ
、
此
の
時
代
一
切
を
支
配
す
る
経
済
力
を
表
わ
せ
る
所
の
l
l
l
恰
も
近
代
に
お
け
る
「
資
本
」
に
擬
せ
ら
る
べ
き

所
の
「
土
地
所
有
」
の
主
体
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。

い
ま
、
こ
れ
ら
四
入
職
種
に
跨
る
手
工
業
者
・
商
人
た
ち
を
、
便
宜
上
、

ω衣
料
関
係
|
i
織
布
ヱ
ミ
Q3.5司
縮
械
工

-
E
N
F
染
色

あ

か

ね

ぞ

ゐ

ロ

1

7

か
わ
な
品
L

工
叫
宮
町
内
ロ
コ
茜
染
職
人
ミ
ミ
ミ
と
兵
長
衣
仕
立
人

E
S
S
E
-宮
崎
・
舗
皮
革
関
係
1

i皮
一
緊
職
人

H
Q
S
Q
N
R
靴
崖
E
え
さ
き
守

'" ~主、'"s 守
♂ミ

羊75
良チ V
自信 3 
事:). ~之

存会
工 g
、;t
'" :;:: 
三室
町芯

き手"..J
~ 
写2

馬
具
〔
H

拍
車
〕
師
ぎ
凡
さ
コ

。
貴
金
属
関
係
|
|
金
細
工
掃
き
長

-SR
通
貨
熔
解
人
」
さ
5

3

0
卑
金
属
関
係
|
|

鍛
冶
屋
一
E
Zコ
銅
細
工
師
宮
町
民
『

J
締
め
金
作
り
宮
町
内
Q〉
甲
胃
等
研
磨
師

'ELQ1J
卸
建
設
工
事
関
係
|
|
大
エ
ミ
尋
問
お
悼
む
ミ
5
・

靴
車
、
し
皇
宮
、
J

馬
具
〔
u

鞍
〕
師
ミ
NQミ
5
・

楯
作
り

同
町
立
s

伐
採
人

ξ
S
N
0
3
石

工

き

gw
設
装
工
、
守
叫
声
倒
商
取
引
関
係
↑
|
毛
織
物
商
人
ミ

S
F
高
級
服
地
商
暗
号
ミ
ミ
戸
服
地

商

S
R骨
骨
骨
商
人

S
S
1
3
0食
品
関
係

I
l警
業

者

5
3
F
電

醸

造

人

ZV九ミ
ミ

(
V
S
E
5
3
w

ω食
品
関
係
E
|
|
製
粉
ヱ
ミ
ぎ
凡
さ
む
3.5・
一
パ
ン
焼
職
人
な
き
コ
麺
麹
屋

r
N
g
h
Q立
悼
む
(
守
口
g
h
b可九
Hhby
調
理
師
円
口
町
5
・
穀

物
商

8
3
3
s
h延
長
製
菓
職
人
吉
ミ
ミ
宮
、
九
HF
蜂
蜜
酒
売
り
さ
同
九
円
同
町
長
鯨
商
人
ぎ
ミ
shQミ
5
・
岩
塩
溶
液
煮
沸
夫

g
s言
及
史
的

公
民
さ
え
ま
〉
u
m
w日
用
雑
貨
・
運
送
関
係

l
l桶
屋
宮
内
Q『
J
聴
輔
師

H63ま
コ
纏
針
作
り

bgNQミ
s
u
飾
り
棚
作
り

R3.3R三
5
・

グ

リ

ー

ス

い

令

さ

し

や

り

き

獣
脂
売
り
き
門
官
三
宮
崎
蝋
燭
売
り
ミ
ミ
ミ

5
・
石
鹸
商
包
」
守
口
お
む
な
5
・
爵
草
売
り
唱
、
ま
さ
h
s
h司、町
w

等
作
り
申
間
的
選
町
長
車
力
円
。
ミ
NQ唱、民営♂

鐙
馬
車
曳
き
号
な
お
『
3
3
割
符
裁
断
者
ミ
SHb司、・

の
九
部
門
に
分
類
し
、
是
れ
に
造
幣
人
選
室
内
定
3.5
の
一
部
門
を
加
え
て
、
以
上

中
世
都
市
ウ
ィ
シ
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
シ
プ
タ
ン
(
七
)

二
六



〈
山
一
〉

十
部
門
に
就
い
て
、
差
当
り
、
此
れ
ら
の
部
門
を
構
成
す
る
所
の
藷
個
人
の
数
な
ら
び
に
彼
等
の
地
代
収
入
・
支
出
、
そ
の
収
支
上
の
黒

立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
ハ
一
九
八
三
年
)

二
六
回

字
・
赤
字
を
各
部
門
ご
と
に
集
計
す
る
な
ら
ば
、
次
表
の
如
き
も
の
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

J I H G F E D C B A 部門

7 16 17 8 6 10 10 5 16 20 員教

一
£ 一 t也三三日一三一 一 ノ占、

一

一 一一一 S. 代
一七九四六六 O 九五八

収

d. 
入

八八三八 O 三三八 O ー

£ 
地

ノー、-- 一 一一一

一一一一 一一 一 S. 代
四一七六二九一八九五

支

1-1 1 - ~ 
出

五二す-202 三一一 0 ニ

£ 
ムー

一 四 収ノ" - 工二

一 一 S. 支上

七六一八三七 一 一 。〉一
黒

1 1 -1 -d. 字
三五2三2四 -20 七 一

£ 
一

収支

S. 上。 四 。コ

d. 字赤一 一。 。

次
に
、
右
表
に
基
き
、
い
ま
そ
の
各
部
門
の
平
均
的
な
地
代
収
入
並
び
に
支
出
|
|
平
均
的
な
地
代
収
支
上
の
黒
字
(
或
い
は
赤
字
)

に
表
徴
せ
ら
れ
る
富
裕
度
に
従
い
、
上
掲
十
部
門
聞
に
一
定
の
序
列
関
係
を
設
定
す
れ
ば
、
左
表
の
如
き
も
の
が
奥
え
ら
れ
る
。
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3 
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5 

日
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Q
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七

豆
唱

l
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1
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一

地
al 
代

J 
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出
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収

支

上

の

黒

字

2

h
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一
八

G 

回

2-11 
八5ー22
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収

支
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の

赤

字

£
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B 

四
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ノ、五四

F c B D ム日G E 

九。五四日

ー尋問a

J 

3 7 4 4 d. 
三 5 七1O~5 三 5 三

即
ち
、
右
表
に
処
っ
て
按
ず
る
に
、
造
幣
人
、
金
細
工
師
を
含
む
貴
金
属
関
偶
者
の
優
位
は
、
も
は
や
何
人
の
眼
に
も
動
か
し
難
い
も

の
が
有
る
で
あ
ろ
う
。
高
級
服
地
商
を
含
む
商
人
た
ち
は
、
其
の
収
入
の
額
に
於
て
こ
そ
造
幣
人
に
次
ぐ
地
位
に
在
れ
、
笠
パ
の
支
出
す
る

C 

占

ノ、

額
も
亦
砂
か
ら
ず
、
収
支
上
一
の
黒
字
は
意
外
と
小
さ
い
。
・
次
い
で
、
衣
料
関
係
の
手
工
叢
生
産
に
従
事
す
る
所
の
各
種
職
人
た
ち
、
屠
畜

業
者
・
宏
凪
醸
造
人
を
の
ぞ
く
食
品
関
係
の
各
種
手
工
業
者
た
ち
が
、
前
記
諸
部
門
の
後
に
続
く
。
両
し
て
、
当
時
の
ウ
イ
ン
チ
叉
タ
都

市
民
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

i
に
お
い
て
其
の
下
段
を
構
成
せ
る
者
、
夫
れ
が
、
い
ま
、
鍛
冶
屋
を
始
め
と
す
る
卑
金
属
関
係
の
職
人
た
ち
、
と

A H F E 

り
わ
け
靴
屋
を
含
む
各
種
の
皮
革
関
係
の
職
人
た
ち
で
あ
っ
て
、
彼
等
こ
そ
、
か
の
造
幣
人
、
貴
金
属
関
係
者
た
ち
の
ま
さ
し
く
対
極
に

中
世
都
市
ウ
ィ
シ
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
シ
ブ
タ
ン
〈
七
〉

二
六
五



立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)

一
一
六
六

位
置
す
る
都
市
民
層
で
あ
る
と
と
は
、
是
れ
ま
た
何
人
の
眼
に
も
歴
然
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

』
ん
も
、
右
の
階
層
構
成
の
見
取
図
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
比
の
第
十
二
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
手
工
業
者
・
荷

入
社
会
を
い
ま
包
括
的
H

全
面
的
に
反
映
せ
る
も
の
、
と
看
徹
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
其
処
に
は
、
比
の
見
取
図
に
は
現
わ
れ
て
居
な
い

所
の

l
l
l
「
第
二
部
」
の
テ
ク
ス
ト
に
元
来
そ
の
も
円
言
、
急

SQN
さ
き
ご
を
伴
い
そ
の
名
の
記
載
せ
ら
れ
て
居
な
い
所
の
1

1
、
卑
金
属

日
皮
革
関
保
者
の
水
準
以
下
に
在
る
者
た
ち
、
川
州
、
現
実
民
は
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
、
当
時
、
此
の
中
世
都
市
に
於
け
る
土
地

保
有
態
様
上
そ
の
全
階
梯
の
ま
さ
に
底
辺
を
形
づ
く
る
者
と
し
て
、
「
第
ニ
部
」
に
そ
の
名
の
記
載
せ
ら
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
職
業
人
の
数

を
遥
か
に
上
廻
っ
て
、
法
的
に
は
お
そ
ら
く
缶
意
不
動
産
権
保
有
者
公

g山
口
付
回
丘
'di--)
或
い
は
定
期
不
動
産
権
保
有
者

Q
g田
口
広
沙
門

(
叫
一
)

円四円
H
H
H

目
。
片
山
可
申
一
回
円
印
)
と
し
て
、
圧
倒
的
に
多
数
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
想
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

却
説
、
第
十
二
世
紀
中
葉
一
一
四
八
年
現
在
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
都
市
民
の
階
層
構
成
の
見
取
図
じ
現
わ
れ
た
限
り
に
お
け
る
最
下
層

の
職
業
人

l
l皮
革
関
係
の
職
人
た
ち
の
う
ち
、
皮
課
職
人
と
羊
皮
紙
製
作
工
と
が
軌
れ
も
共
に
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
「
第
一
一
部
」
に
於
て
は

NWR与
句
通
り
の
記
述
に
現
わ
れ
て
居
る
の
は
、
興
味
深
い
。
と
云
う
の
は
、
い
っ
た
い
、
斯
か
る
仕
事
|
|
種
々
な
ろ
家
畜
(
羊
・
牛
・
馬

等
)
の
皮
を
剥
い
で
柔
か
く
薄
く
伸
ば
す
作
業
は
、
元
来
洗
練
に
十
分
な
る
給
水
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
著
し
く
悪
臭
を
放
っ
所
の

作
業
で
あ
る
が
、
此
の
ブ
ッ
ケ
通
り
は
当
時
こ
の
市
に
あ
っ
て
は

M2Sミ
ミ
通
り
と
並
ん
で
イ
チ
ン
の
流
れ
に
近
く
水
利
の
便
の
最
も
良

か
ざ
し
も

い
通
り
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
々
の
多
く
居
住
す
る
所
の
市
の
中
心
部
の
い
ま
風
下
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
、
な

か
ん
ず
く
卒
縁
職
人
が
夙
に
文
字
通
り
「
皮
謀
職
人
の
通
り
」
を
意
味
す
る
所
の
・
此
の
通
り
の
一
つ
西
側
に
当
る
タ
ン
ネ
レ
通
り
に
そ

の
本
拠
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
か
の
ほ
ぼ
一
一
一

O
年
成
立
の
「
第
一
部
」
の
記
述
に
於
て
比
の
通
り
に
居
住
す
る
エ
ド
レ
ド
と
と

(
山
一
)

も
に
右
の
タ
ン
ネ
レ
通
り
に
ラ
ル
プ
な
る
》
刊
さ
同
h

尽き
λ

の
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
依
っ
て
、
い
ま
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
、



一
一
四
八
年
当
時
都
市
民
の
な
か
で
そ
の
最
下
層
的
存
在
で
あ
っ
た
所
の
草
韓
職
人
が
一
一
一

O
年
以
後
そ
の
本
拠
を
タ
ン
ネ
レ
通
り
よ

り
此
処
プ
ッ
ケ
通
り
に
移
す
に
到
っ
た
に
就
い
て
は
、
恐
ら
く
は
、
市
壁
内
地
域
に
お
け
る
人
口
の
調
密
化
に
因
る
所
が
あ
る
と
同
時
に

是
れ
ま
た
右
の
タ
ン
、
不
レ
通
り
に
於
け
ろ
浄
水
の
供
給
に
対
す
る
・
よ
り
優
勢
な
る
都
市
民
層
|
|
|
毛
織
物
関
係
の
職
人
た
ち
(
織
布
エ
・

〈
山
一
〉

と
想
わ
れ
る
。

縮
紋
工
・
染
色
工
等
〉
の
強
い
要
請
に
基
く
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、

皮
革
関
係
の
職
人
た
ち
と
共
に
当
時
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
都
市
民
中
そ
の
下
層
民
を
代
表
し
た
所
の
、
卑
金
属
関
係
の
職
人
た
ち
の
な
か
で

は
、
す
べ
て
其
の
八
名
の
者
が
見
出
さ
れ
る
所
の
鍛
冶
屋
が
い
ま
最
も
注
目
を
惹
く
。
彼
等
の
収
入
源
は
、
ォ
ウ
ル
ド
l

ミ
ン
ス
タ
ま
た

旧
ニ
ュ
ウ
l

ミ
ン
ス
タ
の
ハ
イ
ド
修
道
院
を
始
め
と
す
る
諸
々
の
宗
教
的
施
設
の
需
要
に
存
す
る
と
云
う
よ
り
も
当
時
は
主
と
し
て
馬
匹

に
蹄
鉄
を
打
つ
こ
と
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
彼
等
の
保
有
地
の
殆
ん
ど
が
市
壁
外
の
郊
外
地
区
と
く
に
「
西
門
」
外
の
夫
れ

に
、
|
|
市
も
屡
々
市
門
と
り
わ
け
イ
ツ
グ
ラ
ン
ド
西
部
に
向
う
「
画
門
」
に
近
接
し
て
、
存
在
し
て
居
る
と
云
う
こ
と
は
、
其
処
が
当
時

ハ
仰
〉

鴇
旅
の
出
立
点
"
終
着
点
で
あ
り
馬
匹
が
其
処
で
多
く
装
蹄
せ
ら
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
想
わ
れ
る
。

次
に
、
「
第
二
部
」
を
通
じ
て
捕
捉
せ
ら
れ
得
る
限
り
で
の
一
一
四
八
年
当
時
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
手
工
業
者
・
商
人
社
会
の
言
わ
ば
中

堅
層
の
一
翼
を
担
う
食
品
関
係
の
各
種
手
工
業
者
に
眼
を
転
ず
る
と
、

一
般
に
向
。
oa
と
門
目
立
口
町
と
を
供
給
す
る
と
こ
ろ
の
さ
ま
ざ
ま
な

J
1
H
n
p
M
M
W
H
H
山
口
ぬ
件
同
世
広
巾
凹
w

は
総
体
的
に
言
っ
て
、
地
域
的
に
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
な
ら
び
に
「
西
門
」
外
の
郊
外
地
区
、

或
る
割
程
度
ま
で

市
壁
内
地
域
で
も
そ
の
北
東
地
区
、
ま
た
「
南
門
」
外
の
郊
外
地
区
、
に
集
中
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
先
ず
以
て
注
目
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
「
南
門
」
外
の
郊
外
地
区
に
当
最
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
当
時
一
般
に
社
会
の
下
層
の
・
貧
困
な

皮
革
関
係
そ
の
他
の
職
人
た
ち
の
聞
で
は
各
世
帯
毎
に
加
熱
並
び
に
調
理
の
設
備
の
完
備
せ
る
キ
チ
ン
を
有
し
な
か
っ
た
と
云
う
事
情
、

(
山
山
〉

ま
た
当
時
一
般
に
木
炭
そ
の
他
の
燃
料
が
不
足
し
て
い
て
高
債
で
あ
っ
た
と
云
う
事
情
、
と
関
連
す
る
所
が
あ
る
、
と
想
わ
れ
る
。
そ
の

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
シ
プ
タ
ン
(
七
)

二
六
七
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ニ
穴
八

例
誼
は
之
を
い
ま
、
パ
シ
焼
職
人
と
調
理
師
と
が
此
処
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
で
は
実
に
多
数
存
在
し
て
居
ろ
事
実
の
複
に
認
め
る
こ
と
が
出
来

〕

口

ょ
う
。
い
っ
た
い
、
調
理
師
ハ

h
S塁
。
は
、
既
に
「
第
一
部
」
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
記
載
傑
項
位
・
ゆ
に
お
け
る
ア
ル
ベ
リ
ッ
ク

k
v
g
?

r
i」
「

」

、1
J

1

」

「

L

立の

5
・
W
に
お
け
る
某
、
間
に
お
け
る
テ
オ
デ
リ
ヅ
ク
叫
が

o
o
E
g
?と
三
名
現
わ
れ
て
唐
た
の
で
は
あ
る
が
、
ア
ル
ベ
リ
ッ
ク
と
テ
オ

「
L

「
L

「」

ヂ
リ
ヅ
グ
と
は
執
れ
も
主
(
ヘ
ン
リ
一
世
U

の
大
謄
職
の
職
員
で
あ
り
、
そ
の
名
の
明
記
せ
ら
れ
て
い
な
い
記
載
侮
境
問
の
調
理
師
は
式
部

f
L
〈
り
や

官
ハ
ア
パ
ー
ト
ー
ー
か
の
「
第
一
部
」
の
調
査
を
直
接
担
当
せ
る
都
市
民
代
表
の
事
前
の
宣
誓
に
際
し
て
の
立
会
人
の
一
人

1
1
1
の
闘
に
働
け
る
者

で
あ
り
、
当
面
の
「
第
一
一
部
」
γ

い
お
い
て
も
前
節
に
検
出
せ
る
者
以
外
に
な
お
段
定
ぎ
る
お
向
通
り
に
修
道
僧
ハ
ン
プ
リ
出

S
E
a
s

g
g
R
S
〔
虫
色
が
三
ペ
ン
ス
の
地
代
を
負
担
す
る
所
の
土
地
の
保
有
者
の
父
親
(
苧
り
く
は
亡
父
〉
と
し
て
前
記
の
「
調
耀
師
ア
ル
ベ
リ

7

ク
」
ハ
と
σ
耳目の

5
8
2
6
の
名
が
現
わ
れ
て
居
る
の
で
ほ
あ
る
が
、
い
ま
バ
ン
焼
職
人
と
並
ん
で
此
処
に
六
名
も
現
わ
れ
て
く
る
所

の
調
理
師
令
O
R
S
)
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
王
侯
貴
頴
の
大
世
帯
に
働
く
調
理
師
で
は
な
く
し
て
‘
庶
民
相
手
に
言
わ
ば
即
席
に
惣
菜

を
作
っ
て
諮
問
い
で
居
た
者
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
か
る
パ

y
焼
職
人
ま
た
調
理
師
の
如
き
他
人
に
依
っ
て
焼
か
れ
た
パ

y
、
調
理
さ
れ
た
食
品
を
購
入
し
た
所
の
都
市
民
は
又

1
麗
々

他
人
に
依
っ
て
一
醸
造
さ
れ
た
エ
!
ル
を
暗
ん
だ
。
エ
ー
ル
の
醸
造
を
専
業
と
す
る
者
は
、
も
と
も
と
「
第
一
部
」
同
様
そ
の
作
製
の
主
目

(
叩
〉

的
の
一
つ
が
ブ
ル
!
?
ブ
ル
ぎ
寝
室
さ
賦
課
横
査
定
上
の
基
礎
資
料
を
作
る
こ
と
に
存
し
た
と
思
わ
れ
る
割
り
に
は
、
此
の
「
第
二

部
L

に
其
の
名
が
記
載
せ
ら
れ
て
居
る
者
の
数
は
砂
い
。
併
し
乍
ら
、
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
北
側
に
は
オ
ス
モ
ズ

O
由

5
0含
〔
∞
。
〕
な
る

者
の
保
有

g
s
s〉
す
る
ニ
つ
の
エ

1
ル
醸
造
所
宗
マ
R
刊
誌
。
が
、
司
句
史
、
送
時
均
唱
、
句
通
り
に
は
ゴ

i
ダ
1

ハ
ッ
グ
マ
ウ
ス
の
兄
弟
ロ
バ
ァ
ト

M
N
O
事
尽
白
白
骨
忠
良
の
色
白
河
向
。
。
v
o
g
g
m
〔
思
∞
〕
な
る
者
が
目
下
其
処
か
ら
五
シ
リ
ン
グ
の
地
代
収
入
を
上
げ
つ
つ
あ
る
「
或
る
婦
人
の

其
処
に
一
つ
の
エ
ー
ル
醸
造
所
を
有
す
る
所
の
一
つ
の
保
有
地
」
(
ぬ
き
を
さ
札

SDHh宮
山
富
民

3
・
HSE-ERHマ
き
ミ

S
S
S〉が、



ま
た
比
の
同
じ
通
り
に
は
ラ
ル
フ
1

オ
ヴ
1

バ
イ
ト
ン
河
包
己
苫
田
色
。
∞
円
岳
山
口
合
〔
包
己
な
る
者
が
い
ま
デ
ュ
ラ
ン
ド
ワ
ロ
吋
回
口
一
一
ao
な
る

者
か
ら
夫
れ
ら
に
依
っ
て
毎
週
八
ペ
ン
ス
の
収
入
を
上
げ
つ
つ
あ
る

l
l
B
一
二
つ
の
エ

i
ル
醸
造
所
ハ
忌
マ
Q
ミ
ミ
。
、

一
戸
の
家
屋
〈
号
・

三
位
。
、
諸
々
の
備
品
〈
ま
と
示
。
が
、
ブ
ッ
ケ
通
り
に
は
も
と
王
の
書
記
サ

i
ス
テ
ィ
ン
づ
H

円丸山口

5
己
耳
目
白
己
負

S
Sな
る
者
か
ら

l
i

一
0
シ
リ
ン
グ
の
地
代
〔
徴
収
桂
〕
、

三
つ
の
エ

l
ル
醸
造
所
〈
匙
マ
ロ
ミ
言
。
、
彼
(
サ
l
ス
テ
ィ
ン
)
の
諸
々
の
備
品
ハ
言
及
』
芯
句
言
〉
を

譲
渡

(
S喝
さ
〉
せ
ら
れ
て
、
此
れ
ら
の
も
の
の
た
め
に
サ

i
ス
テ
ィ
ン
に
三
六
シ
リ
ン
グ
を
支
傍
っ
て
居
る
所
の
オ
ス
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ド

。
m
Z
2
0
口
急
な
る
人
物
が
、
。
口
町
民
句
通
り
に
は
、

人
物
が
王
よ
り
共
同
保
有
し
て
、
夫
れ
よ
り
一
八
ペ
ン
ス
の
地
代
収
入
を
上
げ
て
い
る
所
の
土
地
に
い
ま
彼
等
が
奉
公
人
た
ち
と
共
に
彼

ゴ
i
Jア
ハ
ル
ド
の
色
。
叩
阿
国
旨
な
ら
び
に
ロ
ジ
ャ
問
。
向
。
宮
田
〔
∞
田
昌
な
る
二
人
の

等
の
エ

l
ル
醸
造
所
を
(
匂
由
主
弘
司
誌
な
師
同
時
的
足
立
さ
守
脅
さ
ぞ
き
)
有
し
て
居
る
と
い
う
記
事
が
、
最
後
に
の
喝
な
通
り
に
は
、
チ
ェ
ピ
ン
グ

の
息
子
の
ロ
ジ
ャ
出
向
。
m
2
5
E円g
n
F
Z
H
U日
VE叱
門

HSO〕
な
る
者
が
王
に
一
一
一
ペ
ン
ス
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
プ
ル
を
収
め
て
、
二
つ
の
エ

i

ル
醸
造
所
と
一
戸
の
家
塵
と
の
た
め
に
(
』
守
さ
に
マ
録
音
臼
町
内
』
0
3
号
き
る
一
マ
ル
ク
す
な
わ
ち
二
二
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
の
収
入
を
上

げ
て
居
る
と
い
う
記
事
が
、
夫
々
現
わ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
遇
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
第
二
部
」
に
そ

の
名
の
挙
げ
ら
れ
た
エ

i
ル
醸
造
人
の
数
ハ
三
名
〉
が
物
語
る
と
こ
ろ
の
も
の
以
上
に
、
実
際
は
当
時
こ
の
市
で
多
く
の
エ
!
ル
が
醸
造
n

消
費
せ
ら
れ
て
居
た
事
実
を
知
り
得
る
と
同
時
に
、
ま
た
夫
れ
ら
の
醸
造
所
|
|
恐
ら
く
時
と
し
て
唐
酒
屋
を
兼
ね
た
1

1
が
屡
々
(
其

の
醸
造
用
具
と
も
ど
も
)
賃
貸
0
2江
口
ぬ
る
己

g
E
g
v
の
対
象
と
な
っ
て
居
た
事
実
を
も
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

醸
造
人
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
な
こ
と
は
、
之
を
屠
畜
業
者
に
就
い
て
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
前
節
に
於
て
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
五
名

の
者
を
屠
畜
業
者
と
し
て
検
出
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
「
第
一
一
部
」
の
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
北
側
の
記
述
に
於
て
、

一
一
四
入
年
現
在
そ
の
機
能
を
現
に
発
揮
し
つ
つ
あ
る
所
の
、
六
つ
の
》
包
む
さ
丸
山
《
〈
〔
お
〕
y

わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
、

八
つ
の
》
均
的
芯
町
公
定
。
《
(
口
叶
一
了
〔
問
。
〕
・

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
パ
ン
プ
タ
シ
ハ
七
)

二
六
九
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二
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O

日
∞
〕
〉
を
其
処
に
見
出
す
。
此
の
場
合
、
両
者
は
い
ま
機
能
的
に
相
互
に
連
動
す
る
所
の
施
設
を
表
わ
し
、
夫
々
、
前
者
は
屠
畜
業
者
の

手
に
依
り
牛
・
羊
・
山
羊
と
り
わ
け
豚
の
如
き
家
畜
が
屠
ら
れ
る
罵
殺
場
で
あ
り
、
後
者
ほ
斯
く
し
て
屠
ら
れ
え
る
家
畜
の
肉
が
い
ま
食

肉
と
し
て
販
貰
せ
ら
れ
る
た
め
に
其
処
に
並
べ
ら
れ
る
・
街
路
に
面
し
た
陳
列
台
で
あ
っ
た
。
市
も
、
斯
か
る
施
設
が
市
場
使
用
料
公
宮
・

ーJ

NgeNS)と
結
び
つ
い
て
現
わ
れ
て
居
る
こ
と
が
又
注
目
せ
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
前
引
記
載
候
項
自
に
拠
れ
げ
、
い
ま
ド
イ
セ
ル
ロ
色
目
。
}

F
1」

な
る
者
は
、
彼
の
Y
H
Q
N
《
を
保
有
す
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
王
に
対
し
て
、
六
ペ
ン
ス
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
を
納
め
る
と
同
時
に
、
市
場

〈

伺

)

使
用
料
と
し
て
一
ペ
ン
ス
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(

叩

)

と
こ
ろ
で
、
右
の
如
き
施
設
の
保
有
者
と
し
て
、
設
に
嚢
に
見
ら
れ
た
造
幣
人
サ
ム
ソ
ン
同
様
、

一
一
四
八
年
現
在
こ
の
市
に
お
い
て

二
つ
以
上
の
屋
敷
地
を
保
有
u

所
有
す
る
者
の
う
ち
・
地
代
収
支
上
の
黒
字
が
二
ポ
ン
ド
を
超
え
る
所
の
そ
の
最
も
富
裕
な
る
者
十
名
中

の
一
人
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
、

マ
l
テ
ィ
ン
l

オ
ヴ
l

ベ
ン
ト
ワ
ス
呂
町
民
江
H

凶
器
色
。
切
百
円
。
宅
問
宕
の
妻
(
量
一
色
晴
、
)
な
る
者
が
存
在
し
て
い
る

事
実
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
元
来
、

ベ
ン
ト
ワ
ス
の
マ

i
テ
ィ
ン
と
謂
え
る
は
、
彼
が
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
北
東
一

四
マ
イ
ル
の
ベ
ン
ト
ワ
ス
切

g
z
o
a
v
の
出
身
者
た
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
第
二
部
」
に
於
て
彼
は
前
引
記
載
候
項

「
J

1

J

7

 

日
と
い
ま
一
衛
所
出
に
於
て
現
に
生
存
中
の
人
物
と
し
て
現
わ
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
此
の
同
じ
「
第
二
部
」
に
於
て
彼
の
相
績
人
た
ち

「
L

戸

4

町

、

l

J

1

1

〆

r
i
L

「
t

J

O

D

4

4

ハ
宮
司
同
九
時
的
)
も
亦
、
前
引
記
載
俸
項
汀
一
の
ほ
か
閃
に
現
わ
れ
、
被
の
掠
(
8
3る
も

U
に
現
わ
れ
、
特
に
い
ま
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
洗
礼
名

!

日

〕

〕

)

〕

1
1
1
1
J
〕

]

]

の
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
・
彼
の
妻
が
前
引
記
載
候
項
必
・
日
の
ま
か
、

m
-
m
・
日
・
印
・
目
・
偲
・

ω
・
ぉ
・
日
と
、
瀕
出
す
る
の
で
あ

!

v

1

1

R

U

円

i

n

6

0

D

C

C

〔

〔

臼

〔

〔

C

C

〔

〔

る
。
既
に
前
節
に
於
て
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
こ
と
を
注
意
し
た
よ
う
に
、
此
処
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
お
い
て
は
婦
人
が
屋
敷
地
の
保
有
"
所
有

(

捌

〉

者
で
あ
っ
た
事
例
(
た
と
え
い
ま
そ
め
夫
が
存
命
中
で
あ
っ
て
も
彼
と
は
独
立
に
)
は
乏
し
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
当
時
そ
の
夫
マ

i
テ
ィ

ン
が
果
し
て
存
命
中
で
あ
っ
た
の
か
、
夫
れ
と
も
既
に
死
残
し
て
い
て
彼
の
妻
は
も
は
や
未
亡
人
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
、
そ
の
点



判
然
と
し
な
い
。

l
!後
者
の
場
合
の
蓋
然
性
が
大
き
い
と
は
思
わ
れ
る
が
、
兎
に
角
一
一
四
八
年
の
時
点
で
、
ベ
ン
ト
ワ
ス
の
マ

l
テ

ィ
ン
家
は
、
事
実
上
、
マ

l
テ
ィ
ン
の
妹
、
彼
の
相
続
人
た
ち
と
並
ん
で
大
き
く
彼
の
妻
に
依
っ
て
代
表
せ
ら
れ
て
居
た
も
の
の
如
く
、

此
の
妻
は
、
玉
が
四
旬
節
の
期
間
を
除
い
て
毎
週
一
ペ
ン
ス
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
を
夫
々
取
立
て
る
所
の
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
北
側
の

六
つ
の

》
的
H
R
H
N
《

の
う
ち
、
い
ま
マ

1
テ
ィ
ン
が
そ
の
一
つ
よ
り
三
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
地
代
収
入
を
上
げ
つ
つ
あ
る
と
き
に
、
彼
女

の
夫
よ
り
も
よ
り
多
く
そ
の
五
つ
か
ら
レ
ン
ト
の
期
間
を
除
い
て
(
毎
週
?
)

一
六
シ
リ
ン
グ
の
地
代
収
入
を
上
げ
て
居
り
(
〔

g
u、
同

じ
く
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
北
側
に
在
る
、
王
が
レ
ン
ト
の
期
間
を
除
い
て
毎
週
一
ペ
ン
ス
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
を
夫
々
取
立
て
る
所
の
、

六
つ
の
》
RRHSミ
《
に
つ
い
て
も
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
保
有
(
ぎ

Z
S
し
て
、
聖
ス
ウ
ィ
ズ
イ
ン
修
道
院
長
に
対
し
年
(
?
)
五
ペ
ン

ス
の
地
代
を
収
め
つ
つ
、
右
の
》
崎
町
Q
ぎ
同
目
白
《
よ
り
レ
ン
ト
の
期
間
と
年
三
回
の
祝
祭
日
(
ま
ぬ
》
伺
軒
高
ぬ
お
き
円
宮
)
と
を
除
い
て
毎
週
一
・

五
ペ
ン
ス
の
地
代
収
入
を
上
げ
て
居
り
(
〔
お
〕
)
、
そ
の
他
彼
女
の
保
有
日
所
有
に
係
る
す
べ
て
一
一
の
土
地
財
産
よ
り
計
五
ポ
ン
ド
一
九

シ
リ
ン
グ
二
・
五
ペ
ン
ス
の
地
代
収
入
を
上
げ
て
、
そ
の
地
代
支
出
合
計
一
ポ
ン
ド
一
五
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
を
控
除
し
て
も
な
お
且
つ

四
ポ
ン
ド
三
シ
リ
ン
グ
五
・
五
ペ
ン
ス
を
手
許
に
残
し
、
斯
く
し
て
前
述
の
如
く
一
一
四
八
年
現
在
こ
の
市
の
最
も
富
裕
な
る
私
的
領
主

(
仰
一
)

山
地
主
十
人
の
中
で
造
幣
人
サ
ム
ソ
ン
を
押
え
て
其
の
第
五
位
を
占
め
て
居
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
食
品
関
係
の
各
種
手
工
業
者
た
ち
と
並
ん
で
一
一
四
八
年
現
在
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
職
人
社
会
の
中
堅
層
を
形
成
せ
る
、
階
層
と

し
て
の
衣
料
関
係
の
手
工
業
者
た
ち
に
次
に
眼
を
転
。
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
以
て
、
当
時
こ
の
市
の
織
物
業
自
体
が
、
併
し
其
の
原

料
の
供
給
に
於
て
、
将
又
其
の
生
産
行
程
に
於
て
、
解
明
の
頗
る
困
難
な
錯
結
し
た
事
情
の
下
に
在
る
こ
と
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ら例
れえ
てば
居
る後
の来
での
あ第
るィコ十
がtE5三
、世

紀

は
羊
毛
σコ
主
要
な
市
場
は

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
側
|
|
|
元
王
宮
跡
の
東
端
に
在
っ
た
こ
と
が
知

「
第
二
部
し
の
記
述
に
は
将
来
斯
か
る
も
の
へ
の
発
展
を
示
唆
す
る
ご
と
き
如
何
な
る
予
徴
だ
に
認
め
ら
れ

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
七
)

七
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二
七
二

な
い
。
又
、
洗
毛
・
選
毛
を
経
て
刷
毛
・
紡
毛
・
椛
毛
に
至
る
ま
で
の
生
産
行
程
の
展
開
を
暗
示
す
る
よ
う
な
如
何
な
る
記
述
も
、
「
第
二

部
」
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
而
し
て
其
処
に
現
わ
れ
て
い
る
個
々
の
手
工
業
者
|
|
織
布
工
(
一
〉
・
縮
織
工
合
一

γ
茜
染
職
人
〈
二
〉
・

染
色
工
(
四
〉
・
ロ

I
ブ
仕
立
人
(
二
二
)
の
夫
々
の
経
済
的
n

社
会
的
地
位
は
、
ま
さ
し
く
此
の
一
第
二
部
」
に
於
け
る
彼
等
の
瀕
出
度

に
比
例
し
て
居
る
と
思
わ
れ
る
が
、
う
ち
全
市
に
宣
っ
て
最
も
広
汎
に
そ
の
土
地
財
産
を
保
有
n

所
有
し
て
い
る
最
後
の
者
は
、
定
め
し

た
い
せ
い

当
時
こ
の
市
の
聖
界
貴
族
を
始
め
と
す
る
多
く
の
大
世
帯
に
彼
等
の
得
意
先
を
見
出
し
た
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
染
色
工

1
1彼
等
が
大
青

(
き
民
社
.
h
b叫
h

目
白
)
・
あ
か
ね
の
根
(
h
a
ミ
ミ
F
S
Q『
言
内
定
〉
・
グ
レ
イ
ン
〈
h
.
3
3
む
さ
)
等
の
染
料
と
ポ
タ
シ
ュ
(
町
民
諸
問
晴
、
町
。
・
明
馨
合
同
む
さ
き
〉

等
の
媒
染
剤
と
の
調
合
上
有
せ
る
特
殊
技
術
の
ゆ
え
に
、
ま
た
夫
れ
ら
の
染
料
・
媒
染
剤
の
入
手
上
要
求
せ
ら
れ
る
・
海
外
市
場
と
の
取

引
の
手
蔓
を
有
し
た
る
が
故
に
、
第
十
三
世
紀
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
に
於
て
凡
そ
毛
織
物
生
産
関
係
者
中
戦
然
経
済
的
旬
社
会
的

は
、
第
十
二
世
紀
中
葉
此
処
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
於
て
既
に
次
世
紀
に
於
け
る
と
ほ
ぼ
同
様
な
る
存

在
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
と
想
わ
れ
、
漸
く
現
実
の
染
色
労
働
は
是
れ
を
彼
等
の
雇
傭
せ
る
所
の
奉
公
人
の
手
に
委
ね
つ
つ
、
自
ら
は
脱

(

仰

)

生
産
者
化
l
商
人
化
の
道
を
い
ち
は
や
く
歩
み
つ
つ
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

に
頭
角
を
見
わ
す
に
い
た
る
染
色
工
、

ロ
ー
プ
仕
立
人
に
次
い
で
比
較
的
多
数
「
第
二
部
」
に

そ
の
記
載
の
有
る
彼
等
の
中
の
一
人
ロ
ジ
ャ
の
ご
と
き
は
い
ま
、
前
節
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
六
つ
の
土
地
財
産
の
保
有
工
所
有
者
で
あ

一
人
の
縮
械
工
の
夫
れ
と
共
に
、
水
利
の
使
の
良
い
か
の
市
壁

っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
ロ
ジ
ャ
を
含
め
三
人
の
染
色
工
の
土
地
財
産
が
、

内
地
域
の
北
東
隅
な
る
タ
ン
ネ
レ
通
り
・
ブ
ッ
ケ
通
り
に
存
在
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
真
に
興
味
深
く
、
後
者
の
遁

テ
一
ン
ダ

l

り
に
は
、
そ
こ
に
識
布
を
乾
わ
し
伸
ば
す
張
り
枠
が
定
め
し
立
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
草
地
な
さ
言
き
〉
が
二
箇
所

(
山
山
)

存
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
織
布
工
、
と
く
に
縮
械
工
に
関
し
て
一
言
す
れ
ば
、
彼
等
は
た
と
え
当
時
衣
料
関
係
一
般
の
手
工
業
者
中
相
対
的
に
劣
位
に



ラ
ン
タ
せ
ら
れ
た
と
は
言
え
、
し
か
も
な
お

N
1
N
向
的
喝
さ
噛
柏
崎
両
『
句
通
り
の
ゴ
ッ
ド
、

タ
ン
ネ
レ
通
り
の
ペ
イ
ン
両
者
の
平
均
地
代
収
入
は
五

シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で
あ
っ
て
、
夫
れ
は
、
皮
探
職
人
の
同
じ
く
二
人
!
ブ
ッ
ケ
通
り
の
ボ
ニ
フ
ェ
イ
ス
、
「
南
門
」
外
地
区
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
両
人
の
平
均
地
代
収
入
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
と
は
雲
泥
の
差
が
有
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
述
せ
る
マ
!
テ
ィ
ン
l

オ
ヴ
l

ベ
ン
ト
ワ
ス
の
ご
と
き
エ

i
ル
醸
造
人
の
大
物
に
い
ま
匹
敵
す
る
と
こ
ろ
の
傭
人
を
、
わ
れ

わ
れ
は
、
ま
た
、
狭
義
の
商
人

Q
g
p
g
-
。g
H
5
2岳
山
口
仲
田
〉
中
に
、
か
の
高
級
服
地
商
ピ
イ
タ
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

既
に
前
節
に
於
て
わ
れ
わ
れ
の
見
た
る
如
く
、
彼
は
合
計
一

O
の
土
地
財
産
を
此
の
市
の
諸
所
、
主
と
し
て
「
西
門
」
外
の
郊
外
地
区
並

び
に
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
に
於
て
保
有
引
所
有
し
、
夫
れ
よ
り
計
コ
一
ポ
ン
ド
一
九
シ
リ
ン
グ
の
地
代
収
入
を
上
げ
、
そ
の
二
ポ
ン
ド
一
五

シ
リ
ン
グ
一
一
ペ
ン
ス
の
地
代
支
出
を
控
除
し
て
も
、
地
代
収
支
上
な
お
一
ポ
ン
ド
ゴ
一
シ
リ
ン
グ
の
黒
字
を
確
保
し
て
届
る
の
で
あ
る
。

併
し
、
概
し
て
わ
れ
わ
れ
の
「
第
二
部
」
に
於
て
は
、
そ
の

6
2ロ
官
民
Q
D
m
ご
uu可

Ego-に
依
っ
て
或
い
は
又
そ
の
実
体
に
依
っ
て
、
商

人
と
し
て
識
別
せ
ら
れ
得
る
者
の
数
は
余
り
に
も
少
な
い
。
従
っ
て
、
当
時
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
商
人
の
階
層
と
し
て
の
客
観
的
な
社
会
的

同
経
済
的
役
割
に
関
す
る
何
ら
か
の
統
一
的
な
画
像
を
此
の
「
第
二
部
」
の
記
述
か
ら
描
き
出
す
こ
と
は
、
凡
そ
空
疎
な
思
弁
的
作
業
に

堕
す
る
健
れ
無
し
と
し
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
或
い
は
い
ま
此
れ
ら
商
人
中
の
大
物
こ
そ
が
、
こ
の
の
ち
へ
ン
リ
二
世
時
代
に
大
い
に
興

隆
す
る
ι

毛
織
物
工
業
推
進
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
比
の
市
の
衣
料
関
係
の
基
礎
的
生
産
者
l
織
布
エ
・
縮
織
工
た
ち
を
、

ヲ
オ

v
・
オ
E
叫

y

せ
る
染
色
工
と
と
も
に
、
「
上
か
ら
」
統
制
u

支
配
し
、
斯
く
す
る
こ
と
に
依
っ
て
彼
等
と
の
問
に
漸
く
階
級
的
対
抗
関
係
の
萌
芽
を
旺

(価一〉

胎
せ
し
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
際
、
彼
等
上
層
部
市
民
た
ち
が
商
人
ギ
ル
ド
(
也
ミ
む
さ
町
三
h
H

同
む
き
さ
)
を
結
成
し
て
、

一
部
の
商
人
化

王
よ
り
或
る
種
の
特
権
的
自
由
を
亨
受
し
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
嚢
に
「
第
一
部
」
考
察
の
結
び
!
本
稿
第
八
節

に
於
て
へ
ン
リ
ヱ
世
の
二
つ
の
チ
ャ

1
タ
の
同
時
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
し
た
る
如
く
、
同
主
治
下
の
此
の
市
の
商
人
ギ
ル
ド
が
夙

中
盤
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ジ
ハ
七
)

二
七
三
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に
「
第
一
部
」
の
成
立
せ
る
へ
ン
リ
一
世
の
時
代
に
於
て

h
p
w
¥
R
H
b
 

存
在
し
、

た
と
考
え

り

れ(
る4Z6
'-.../ 

所
か
り

η" 
-fr 
易

之
乞

推
断
し

二
七
四

得
る
で
あ
ろ
う
。
「
第
二
部
」
の
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
南
側
の
記
述
に
は
、
其
処
に
い
、
一
三
次
の
如
き
三
つ
の
記
載
候
項
が
見
出
さ
れ
る
。

「
ラ
ル
フ
の
息
子
ヂ
ョ
ン
は
、
〔
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
〕
司
教
に
ギ
ル
ド
ホ

l
ル
の
た
め
に
そ
の
バ
ロ
ン
〔
の
土
地
〕
に
つ
き
て
〔
地
代
〕

七
シ
リ
ン
グ
を
〔
納
む
〕
。
」
(
〔

E
C〕
H
O
E
D口
四
印
毘
宮
田
同
町
三
口

5
4
2
8℃
0
4比
印
・
。
。
∞

-H)円
。
∞

-
E
E
m・)

「
ア
ト
シ
エ
リ
!
ナ
は
、
〔
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
〕
司
教
に
〔
地
代
〕
八
シ
リ
ン
グ
を
〔
納
め
〕
、
か
の
同
じ
ラ
ル
フ
の
息
子
デ
ョ
ン
は
、

〔
そ
の
転
貸
せ
る
〕
ギ
ル
ド
ホ

l
ル
よ
り
一

0
シ
リ
ン
グ
の
地
代
収
入
を
上
ぐ
。
」
(
口
お
〕
〉

g
gロ
5
4
2
8匂
c
i
z
∞
-
O
H
G
B
H。.

宮
山
口
口
町
田
出
口
口
白
河
白
色
ロ
-DFmσ
白
円
己
omFHHω-aω

凶
凹
・
)

「
更
に
ラ
ル
フ
の
息
子
デ
ョ
ン
は
、
〔
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
〕
司
教
に
〔
地
代
〕
五
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
半
を
〔
納
め
〕
、
ギ
ル
ド
ホ

i
ル

よ
り
二
八
シ
リ
ン
グ
(
|
一
ポ
ン
ド
八
シ
リ
ン
グ
)
の
地
代
収
入
を
上
ぐ
。
」
(
口
町
日
〕

H
g
S
U
E
D
D
O印
E
E白
河
包
己
防

0
1
m
g宮

4

印・

2
4
-ロ
門
戸
。
件
。
σ
o
z
s
z
F与
え
〔
色
白
〕
巴

E
E回
目
2
5
凹・)

思
う
に
、
右
の
三
つ
の
記
載
候
項
に
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
ギ
ル
ド
ホ

l
ル

E
E
Nを
は
、
い
ま
同
一
物
を
表
わ
し
て
居
る
の
で
あ
り
、

此
の
建
物
は
、
当
時
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
側
に
於
て

i
i
「
第
二
部
」
の
記
述
の
コ
ン
テ
ク
ト
の
樫
に
之
を
捉
え
る
と
き

l
i恐
ら

く
か
の
一
一
四
一
年
の
「
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
潰
走
」
後
取
り
壊
さ
れ
た
所
の
元
王
宮
跡
地
の
北
西
隅
に
、
商
業
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
恰

(

卸

)

も
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
銅
賞
え
立
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
想
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
未
完
)

(

制

)

ハ
姉
)

本
誌
第
三
十
六
巻
第
三
号
、

本
誌
第
三
十
五
巻
第
二
号
、

一
九
四
頁
参
照
。

一
九
O
、
一
九
四
頁
参
照
@



(
制
〉
本
誌
第
三
十
六
巻
第
三
号
、
ニ

O
O頁
参
照
@

(
仰
)
前
掲
号
、
一
九
四
頁
参
照
。

〈
制
)
向
上
号
、
一
九
四
|
六
頁
参
照
@

(
制
)
河
口
四
四
円
宮
c
u
u
E刊
さ
円
刊
誌
円
尽
き
品
目
白
色
白
喝
さ
h-EbMH九時

MH目
的
問
ロ
ミ
宮
司
弘
司
帥
官
民
目
白
号
、
同
尽
き
均
時
九
t
N
H
H
h
a芯
阿
戸
、
円
向
。
包
含
な
(
F
C
ロ
4田
町
♂
ω

4
0
E
g
m
p
H
U
m
m
)‘
S
B
P
E
-
H出
品
。
一
志
・

E
G
I
S
-

(
制
)
回
目
aaowma--
也
、
・
三
T
H
U間以
-AH品。同・

(
川
叫
〉
此
処
に
謂
う
所
の
「
諸
個
人
の
数
」
と
は
、
或
る
特
定
部
門
に
関
し
「
第
二
部
」
に
直
接
そ
の
者
の
取
得
す
べ
き
地
代
・
支
払
う
べ
き
地
代
の

少
く
と
も
敦
れ
か
一
方
に
つ
い
て
明
示
的
な
記
載
の
存
す
る
諸
個
人
の
数
を
指
す
@
そ
の
執
れ
か
又
は
そ
の
愛
方
に
つ
い
て
夫
れ
を
免
除
し
又
は
夫

れ
が
免
除
さ
れ
て
居
る
場
合
、
理
由
の
如
何
を
関
わ
ず
そ
の
敦
れ
か
又
は
そ
の
健
三
々
に
つ
い
て
夫
れ
の
明
示
的
な
記
載
を
依
く
場
合
、
|
|
此
れ
ら

の
場
合
は
、
右
の
わ
れ
わ
れ
の
員
数
計
算
か
ら
は
省
か
れ
る
@
又
、
貨
幣
形
態
以
外
の

l
i現
物
形
態
に
お
け
ろ
地
代
も
、
夫
れ
ら
の
事
例
は
極
め

て
少
数
で
は
あ
る
が
、
貨
幣
地
代
に
換
算
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
便
宜
上
無
視
せ
ら
れ
る
@
従
っ
て
、
地
代
の
直
接
の
取
得
者
@
給
付
者
と
し
て
で

は
な
し
に
、
唯
単
に
新
か
る
者
の
父
親
そ
の
他
の
替
属
と
し
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
者
を
も
含
む
所
の
、
前
記
一
二
三
人
な
る

職
業
人
の
総
数
に
い
ま
造
幣
人
七
人
を
加
え
た
る
数
値
と
、
此
の
場
合
の
十
部
門
を
構
成
す
る
所
の
諸
個
人
の
熔
和
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
こ
と
が
、
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
@

(
叫
)
の
同
・
切
広
a
p
a
-
-
e・
ミ
H-u
司

-AHN∞・

(
川
匂
本
誌
第
三
十
五
巻
第
二
号
、
一
九
三
四
頁
参
照
Q

「
第
一
部
」
に
お
け
る

χ
S
E
H也
、
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